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序 文

小段遺跡は塩尻市大字洗馬芦 ノ田にあり,小 曽部川の右岸段丘上に位置 し,以 前 より縄文時代の

遺跡 として知 られていました。 この度,芦 ノ田地区土地改良総合整備事業が実施 されることになり,

工事 に先立ち発掘調査 を行 うことにな りました。

発掘調査は,日 本民俗資料館の小松 慶先生 を団長 に,調 査員 には中信考古学会の諸先生方 をお

願いし,昭 和53年11月 に実施 しました。 この調査によってこの小段遺跡は縄文時代中期の遺跡で

あることが判明 し,ま た竪穴住居趾10軒,小 竪穴,集 石 と多数 の遺物 が発掘 され,松 本平南部地

域の縄文文化 を解明す る上 に貴重 な成果 をもたらしました。

この発掘調査が無事完了す るについては,長 野県中信平右岸土地改良区の深 いご理解 と征矢野利

幸氏 はじめ地元の方々の暖かいご援助によるものであり,こ こに心から敬意 と感謝 をささげる次第

であ ります。

報告書の発刊 にあたっては,調 査団長,調 査員の方々のご尽力によるものであり,重 ねて謝意 を

表するものであ ります。

昭和54年1月

塩尻市教育委貝会

教育長 小 口 利兵衛



例 言

① 本書は芦 ノ田地区土地改良総合整備事業に伴 う小段遺跡(長 野県塩尻市大字洗馬芦 ノ田 所在)

の発掘調査報告である。

② 発掘調査 は昭和53年11月1日 から11月10日 まで行 った。

③ 遺物および記録類の整理作業から報告書作成は,昭 和53年11月 か ら昭和54年1月10日 まで

行った。

④ 本書は,小 松 慶団長 を中心 とす る各調査員の共同討議の上で執筆 し,そ の文責 は文末 に記 し

た。 また編集 は小林康男が担当 した。

⑤ 遺物整理か ら報告書作成にいたる過程 で次の方々の御協力を得 た.記 して深 く感謝 申し上げた

い(敬 称略)。

石田成二 ・小林秀行 ・小林美佐子 ・酒井潤一 ・篠宮 正 ・鳥羽嘉彦 ・直井雅 尚 ・三好博喜 ・山本

紀之

⑥ 出土品,諸 記録は平出遺跡考古博物館 で保管 している。
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第1章 調査の経過

第1節 調 査に至 るまでの経過

昭和53年 度芦 ノ田地区土地改良総合整備事業 は,小 曽部川右岸 の県道上今井洗馬線北側の地区

において実施 されることになった。 この地域は以前から小段遺跡 として縄文中期～後期および弥生

土器片の散布地 として広 く知 られていた。 このため工事施工前 に調査 して記録保存することになり,

長野県中信平右岸土地改良区か らの委託 をうけて塩尻市教育委員会が主体 となり発掘調査 を実施す

ることになった。

発掘調査にあたっては調査団長に日本民俗資料館の小松慶先 生をお願いしr調 査貝には中信考古

学会の諸先生方をお願いした。

調査団の先生方には,そ れぞれ本務及び他の調査等仕事 をお持ちの,極 めて多忙の中で発掘調査

を実施 し,し か も2ヶ 月という短期間で遺物 ・資料 の整理,原 稿執筆 と,大 変御無理 をお願 いした

訳で,こ の御苦労 に対 して心から感謝申 し上げる次第である。

また,地 元の征矢野利幸 ・公子夫婦 には調査期間中種 々の御援助 をいただき,発 掘調査がスムー

ズに終了することができた。厚 くお礼申 し上げる次第である。

発掘調査 のための組織 は次のとお りである。

団 長:日 本民俗資料館 小松 慶

調査員 ・調査補助員:

大久保知己 ・倉科明正 ・三村 肇 ・山越正義 ・大沢 哲 ・浅輪俊行 ・山本紀之 ・竹内

稔 ・鳥羽嘉彦 ・小林秀行 ・直井雅尚 ・三好博喜 ・白崎 卓 ・谷崎史門 ・宮城孝之 ・中島

初美 ・矢 口晋司 ・馬場長光 ・有賀隆夫 ・山下俊幸 ・堀 洋一 ・石渡俊一 ・臼田美智子・

石田成二 ・太田守彦 ・黒沢豊文 ・木村和弘 ・矢野あけみ ・平林 彰

高校生 ・一般:

小幡八重子 ・中原佳江子 ・柘植 みどり ・征矢野公子 ・宮本星枝 ・田村志つか ・寺沢

和子 ・寺沢美幸 ・高橋恭美 ・寺沢 たけよ ・田村四郎 ・高井俊明 ・征矢野伸'・征矢野

利幸 ・小原 勇 ・高尾腎至 ・柳沢 順 ・高桑俊雄 ・篠宮 正 ・中堀雅英

(事務局)

第2節 調 査 日誌

10月31日(火)晴 午前10時,耕 地林務課上野,教 育委員会・J・林,専 修大学学生山本紀之の3

名が現地に赴 き,明 日か らの発掘調査にそなえ,ト レンチの杭打ちを行 う。午後,発 掘器材 を運搬

する。
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11月1日(水)晴 午前9時 に調査 団全員 が調 査現場 に集合 し,調 査 団長小 松慶 よ り挨 拶 お よび

発掘調 査 につ いての注 意等 を行 う。 その後直 ち に発掘調 査 に入 る。AB各1地 区か ら24地 区 までの

掘 り下 げを行 う。 この結果B-4・5・6に かけ て小竪 穴 が検 出 され,AB-14に 挙 大 の 河 原石 の集石

が発見 された。 またAB16～19に か けて不 鮮 明 なピッ トが 多数 見つ か る。出土遺物 は土器 片 ・石匙 ・

打製石斧,石 鍛 があ るが,量 は少 ない。

11月2日(木)晴 昨 日に引続 き,集 石部分 の調査 と20～42地 区 までの 掘 り下 げ を行 う。 この

結果,集 石 はほぼ2m×1mの 方 形 を呈 す るこ とが知 られ た。 また,AB21～22に か け て径3mほ

どの円形 の落 ち込 みが み られ,更 に23～25地 区 に も落 ち込 みが あ り,そ れ ぞれ住居趾 の存在 が予

想 され る。 これ ら落 ち込 みの存 在 す る部分 か らは土器 片等 遺物 の出土 も他地 区 に比 較 し,若 干 多い

ようであ る。 この25地 区 よ り東 側 は,東 にな るに従 いロー ム層 までの深 さが浅 くな り,遺 物 の 出

土 も皆無 に等 しい状 態 とな る。 したがっ て遺構 は存在 しない もの と考 え られ る。

11月3日(金)晴 文化 の 日で休 日の ため発 掘人員 も多 く,作 業 はおお いにはか どる。 昨 日まで

の調査 の結 果 か ら,ABト レ ンチ に関 して はこれ以上 東 に掘 り進 んで も遺 構 は存 在 しな い だ ろ うと

い うこ とか ら,ABト レ ンチ よ り北90mの 所(配 水管 設置部分)にCト レンチ(幅2m,長 さ60

m)を 設 定 し,掘 り下 げ を開始 す る。C2～C3に か けて 落 ち込 みが見つ か り住居趾 の存在 が確 認 さ

れ る(第3号 住居趾)。C9～Cl・ で は地 表下30cm付 近 に人頭大 の河原石 の集石 が検 出 される(第5

号 集石)。Cト レンチ で は全 地区 に わた り土器 ・石器 とも出土 量 は 非常 に多 く,ABト レンチ とは

極 めて対照 的 な在 り方 を示 してい る。ABト レ ンチでは1号 趾 のセ クシ ョン図 を作 成す る。

11月4日(土)晴3号 趾 の性格 をはっ き りさせ るためC2～C4の 南 お よび北 側 に各2mつ つ の

拡張 を行 う。遺物 の出土 は彩 しい。C4～C16ま で は褐色 土層 中 に何 箇所 か焼土 が点 在 し,全 地区 に

わた り多量 の土器 片 の出土 がみ られ た。何 らか の生活地 と考 え られ るが褐色 土層 中の ため明確 に把

握す るこ とが困難 であっ た。C20～C38ま で は遺 物 の出土 は少 ない。 この他,2号 趾 のセ クション図,

1・2号 集石 の実 測図 を作成 す る。

11月5日(日)晴3号 趾 を引続 き調査 す る。北拡 張部 分 よ り石囲炉 が検 出 され る。 これが3号

趾 のもの とすれ ば径6mほ どの大 きな住居趾 とい うことにな る。C5で は 褐色土 中 に両 脇 に河原石

をかった立石 が見 つか り,褐 色 土中 に存在 した住居趾 に属 す る もの と思 われ た。Cl4～C16で も住居

趾 が存在 し,床 面上 お よび覆土 中 よ り多量 の完 形 ・半完形 の土器 が出土 した(第4号 住 居趾)。C17

～Cl8に か けて も落 ち込 みがみ られ る(第8号 住居趾)
。 遺物 の出土 は余 り多 くない。C22～C26で は

ロー ム面 に不 規則 な ピッ ト状 の掘 り込 みがみ られ た。ABト レ ンチで は1・2号 集石 の実測完 了後 ,

集 石 の除去 を行 う。集石下 はわずか な凹 み となる。2号 趾 で は覆土 の 除去 を行 う。 好天 が続 き,し

か も休 日の ため作業 は大変 はか どる。

11月6日(月)晴3号 ・4号 趾 の調 査 を続行す る。4号 趾 では土器 の出土 が非常 に 多いため,

水 路幅 の北 側6mを 拡 張 して調査 す るこ ととす る。拡 張部 分 では褐 色土層 中に炉趾状 石 組 みが検 出

され,4号 吐 の上部 にも住居趾 が存在 した こ とが判 明 した。 しか しその詳細 を明 らかにす るこ とは
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で きなか った。 この上部 住居趾下 か ら再 び土器 が 多量 に出土 す る。CI3で も ロー ム層 に掘 り込 んだ

住居趾 を検 出す る(第7号 住 居趾)。Cg～C1。 で は褐 色土 中 にあった集 石 っ実 測完 了後,掘 り下 げ を

始 め る。C18付 近 か ら縄文 前期 の土器 片 が数 片 出土す る。

11月7日(火)曇3号 吐 の東,C5～C6に か けて住居趾 が検 出 され る(第5号 住 居趾)。 またC7

～C1。 に か けて も住居趾 の存在 が確 認 され る(第6・ 第10号 住 居趾) 。 本 日ま で の調査 でCト レン

チで はC2～Cl9ま で住 居趾 が密 集 して存在 す るこ とが明 らか となった。 これ らの住 居趾 の精 査 とと

もに,ABト レ ンチ では1・2号 趾 を完 掘 す る。 またABト レ ンチ の東西 セクション図 を取 るための

準イ庸をT7う 。

11月8日(水)晴Cト レンチで は5～10号 住 居趾 を調査 し,ほ ぼ完掘 す る。5号 趾 で は西壁 よ

りに埋甕 が存 在 し,6号 趾 では柱穴 よ り耳飾 が 出土 し,9号 趾 で は きれ いな石 囲炉 が検 出 され る。

ABト レ ンチ では1号 趾 の実測,2号 趾 の清掃,写 真撮 影 お よび東西 セ ク ション図 を作 成す る。

11月9日(木)晴ABト レ ンチ では2号 趾 の実 測 を行 う。Cト レンチで は3号 趾 の実 測。東西

セ クシ ョン図 を作 る。5号 趾 上部 に見つ かっ た立石 を取 りはず し,そ の下 を精査 す る。 この立石下

は5号 趾 の炉趾 になっ てお り,こ の炉 中 よ り土製品(第50図 一10)が 出 土 した。 終 日,風 が強 く,

測 量 を行 うに苦労 す る。1部 の人 貝は出土遺物 の洗浄 にかか る。

11月10日(金)晴Cト レンチ4～10号 趾 お よび ピッ ト群 の実 測 を行 う。各住 居趾 の炉趾 等 の

諸施 設 の精査 を行 う。 本 日で現 地 にお ける主 なる調査 を終了 す る・

11月11日(土)晴 教育 委員会職 員 にて器 材 の撤収 を行 う。

11月12日 ～1月10日 平 出遺 跡考古博 物館 にて出土遺 物 の洗浄 ・注記 ・復元作 業 を行 う一 方,

実 測図 の整 理,整 図,遺 物 実測,拓 本 等 を行 う。 また各調査員 にて は執筆分 担 に従 い,報 告書 原稿

執 筆 を行 う。

1月10日 ㈹,報 告書 の編集 を行 う。

(小 林康 男)
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第II章 遺 跡1とその環 境

第1節 遺 跡 の 立地.、

発掘地点は,松 本盆:地のほぼ最南端 に位置 し,奈 良井川と小曽部川の影響 を受けて形成 された,

洪積世後期末の郷原面.'(森口面)と 呼ばれる河岸段丘の上 にある。

発掘地点の南西方.の山地には,主 として,砂 岩層よ りなる古生層.が分布する(第1図)・ ・1・

J

1:沖 積 層,2:森 口礫層お よびその相当層,3:波 田礫層,4:中 山泥炭層,5:赤 木 山礫層 ・片丘礫

層,6:梨 ノ木礫層,7:塩 嶺 累層,8:閃 緑 岩類9:新 第三系,10:木 崎岩(熔 結凝灰岩類)、11:

中生界,12:花w岩 類,13:古 生 界,14:断 層(破 線 は推定断層)

第1図 松本盆地南部の地・質図

松本盆地団研(1977)を1部 改編
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中央西線洗馬駅北方の奈良井川河床には,洪 積世前期の塩嶺累層相当層 と推定 され る白色の凝灰

岩層をはさむ礫層が分布する(松 本盆地団研,1977)。
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芦 ノ田西 南方 の古 生層 よ りなる山地 の 中に,標 高850m前 後 の平坦 な地形面 が分布 す る。 この平

坦面 は,洗 馬 の梨 ノ木 を模式 地 とす る梨 ノ木礫 層 と呼 ばれ る,洪 積世 中期初 葉 の堆 積物 に よって形

成 されてお り,同 礫 層 に整合 に,厚 い梨 ノ木 ロー ム層 がおお う。梨 ノ木 ロー ム層 中 には,ク リスタ

ル ・ア ッシュ(松 本盆地 団研,1972,1977)と 呼 ばれ る特徴 ある火山灰層 が はさ まれ て いる。松本

周辺で は,4枚 の クリスタル ・ア ッシュが識 別 されて い るが,梨 ノ木 では,最 下部 のClの み が分 布

す る(第2図)。

松本盆地南部 において,梨 ノ木 ロー ム層 を不整合 におおっ て,小 坂 田 ロー ム層 が分布 す る。 洗 馬

の梨 ノ木 では,小 坂 田 ローム 層 中に,下 位 よ り,Pm-IA,Pm-1B,Pm-2A,Pm-2B,Pm-3B,

Pm-3Cと 呼 ばれ る6枚 の浮石層 がはさまれ,良 い鍵層 となっている(酒 井 潤一一・下 野正博,1972)。

小 坂 田 ローム層 を不 整 合におお って,波 田ローム層 が分布 す る。 波 田 ロー ム層 中 には,最 下部 に

御岳 第1ス コ リア(S-1),中 部 に御岳 第2ス コ リア(S-2)が は さ まれ る。

盆地 内 で広 い分布 を示 す地 形面 は,波 田面(波 田段 丘)お よび森 口面(森 口段丘)で ある。 波 田

面 は,塩 尻市 の桔梗 ヶ原 や鎖川左岸 の朝 日村古 見 か ら山形村,波 田町 にか けて,広 く分布 す る・ 波

田面 を構 成す る地 層 は,波 田礫層 と呼 ばれ,盆 地周

第3図 小 曽部川右岸における模式柱状 図

酒井 ・下野(1972)を 一部改編

辺部 で20～30m,盆 地 中央部 では70～80mも の 厚

さ を有 し,粗 粒 な礫層 よ り構成 され てい るため,松

本盆地 の深層地下 水 と深 い関係 を有す る堆 積物 であ

る。

この波 田礫層 を削 り込 んで堆積 した森 口礫層 が,・

森 口面 を形成 してお り,一 般 に,森 口礫 層 は,数m

～20mの うすい礫 層 で ある
。地形 的 には,森 口面 は

波 田面 よ り数m低 く,波 田面 の まわ りに発達 す るこ

とが 多い。

発掘地点 は,こ の森 口面 に対比 され る郷 原面上 に

あ り,こ の地 形面 は,発 掘地点 以外 に も,小 曽部 川

と鎖 川には さまれ た岩垂 原 か ら今井 にか けて,お よ

び,奈 良井 川右岸 の太 田,郷 原,堅 石 にか けて広 く

分布 す る。

発掘地 点 よ り約300m西 方 の小 曽部 川右 岩の郷 原

面 にお いて,酒 井,下 野(1972)は,次 の ような観

察結果 を報告 している(第3図)。 す なわ ち,下 位 よ

り,(1)厚 さ3.5m(+)の 淘 汰 の良 い細礫層,(2)

水 成 のPm-1A,Pm-2Aを は さむ厚 さ2.8mの 砂 礫 ・

層,(3)Pm-2Bを は さむ厚 さ0.9mの 風 成 ロー ム
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層(小 坂 田 ローム層中上部)((2),(3)を 合 わせ た ものが中山泥 炭層相 当層),(4)厚 さ12mの 淘

汰不 良 の大 礫層(波 田礫 層),(5),(4)に 不 整合 で,厚 さ2.8mの 森 口礫層相 当層,(6)厚 さ数+

crhの 波 田 ローム層上半 部。 この地点 にお いて,波 田 ロー ム層 中 には,御 岳 第1ス コ リア は観 察 さ

れ なし}。す なわ ち,御 岳 第1ス コ リアの層準 は,波 田礫 層 中にあ り,森 口礫層相 当層 は,御 岳 第1

ス コ リア よ りも上 位 に ある(す なわち,新 しい)。 岐阜 県加 茂郡 の木 曽川ぞ いにおいて,御 岳 第1ス

コ リア と同層準 で あ る木 曽川泥流 中 の 樹幹 は,26,600±1,60014C年B.P.お よび27,800±2,000

14C年B
.P.の 年 代 を示 す(QuaternaryResearchGroupofKisoValleyandK.KIGOSHI,

1964)。 したが って,森 口礫 層 は,上 記 の14C年 代 よ りはかな り新 し く,ほ ぼ1.5万 年 前 以 降 に形

成 され た もの と推定 され る。 ただ し,発 掘地 点 お よび前述 の小 曽部 川右 岸 の露頭 にお いて 覧,風 成

での る波 田 ロー ム層 が うす く,数 十cmの 厚 さしか有 しない。 これ らの点 か らみて,本 地域 の森 口

面(郷 原面)は 少 し後 まで水 の影響 を受 けて いた可能 性 もある。

〈引用文 献〉

松本盆:地団研(1972):松 本 盆地 の第四紀地質 の概観,地 質学論 集,第7号,297～304。

松 本盆 地団研(1977):松 本 盆地 の第四紀地 質,地 質学 論集,第14号,93～102。

QuaternaryResearchGroupofKisoValleyandK.,KIGOSHI(1964):RadiocarbonDate

oftheKisogawaVolcanicMudflowsanditsSignificanceontheWurmianChronology

ofJapan,ChikyuKagaku,NO.71,1～7.

酒 井 潤一・・下 野正博(1972):松 本 盆地南部 と伊那 谷 における小 坂 田 ローム層 中の浮石層,信 州大

学理学部 紀要,第7巻,2号,123～141。

酒 井 潤一 ・松本盆 地団研 ・豊 野層団研(1976):松 本 盆地 ・長 野盆 地の形成過程,地 学団体研 究会

第30回 総 会 資料 集,221～229。

(信 州大 学理学部 酒井潤一)

第2節 遺跡の歴史的環境

小段遺跡は奈良井川 に流入する小曽部川の右岸にあり,河 岸段丘上の遺跡である。今回発掘 され

た西の地域 も遺跡の存在が知 られてお り,土 取 り等の折 り縄文中・後期,弥 生の遺物が出て前 より注

目されていた遺跡地である。発掘地点の南 には 「藤塚」 と呼ばれる塚があ り,古 墳 と報告 され,墳

丘 は東西11.4m,南 北11.5m,高 さ1.6mの 円墳 とされている。又南の洗馬小学校校庭には 「経

=塚」があり,一 般に良 く知 られている。南の下平部落に存在する下平遺跡は奈良井川の河岸段丘上

にあ り,東 西50m,南 北100mの 遺物包含地があるとされ,今 までに発見されているものに,須 恵 .

器おろし皿1箇,須 恵器甕破片若干が耕作中に採集 されている。

小 曽部川の上流になる長崎部落には小 曽部川の右岸地域に縄文中期の土器片の出土が知 られてい

る。 この上流地域 は遺跡の発見がなされてお らず,調 査はこれからである。小曽部川の谷間の出口
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の西側 になる西洗馬地域は,下 小曽部や上小 曽部地区のように深 い谷間 をもたないが,遺 跡はやや

多く知 られている。三ヶ組遺跡では縄文中期勝坂式の土器片,石 斧が出土 し,有 望 な遺跡 とみられ

る。山鳥場遺跡では畑の耕作中に遺物が出土 し,縄 文中期 ・後期の土器片が得 られている。大 日遺

跡からは縄文 ・土師の出土があ り,上 新田三村氏宅遺跡では宅地造営の際地表か ら約30cmか ら縄

文中期土器片 ・・磨石 ・凹石 の出土があった。

・小曽部川の左岸地域,小 段遺跡の北,岩 垂部落には狭溢 な場所 である上平村 で縄文中期甕6箇,

鉢1箇 が出土し,一出土地は東西50m,南 北10m位 とされている。 また部落の水道工事 の折 にも道

路よ り石棒等の出土が知 られてお り,か くれた遺跡があるようであり,注 意すべ き地である。 また

岩垂部落の東奈良井川に面 した岩垂 原,権 現堂 と呼ばれている地域には,縄 文中期土器 ・土偶 ・石

匙 ・石1/な どの出土が知 られている。.一 ・ ・.

岩垂遺跡は畑地で縄文前期の遺物が多いとされている。縄文土器破片,石 錺i282箇,石 皿6箇,

1・2.小 段3.藤 塚4.経 塚 一5.下 平'6.長 崎,7・8・9.三 ケ 組10.山 鳥 場 「11.大

日一12・ 上i新 田13・ 岩 垂. .・14・ 山 ノ神15・ 権 現 堂16・ 岩 垂

第4図 発 掘 地 周 辺 遺 跡 分 布 図
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石錐45,打 製石斧,磨 製石斧,石 ヒ33箇,映 状耳飾5箇 の出土が過去に報告 されている。

この他発掘調査が実施 された遺跡 として岩垂山ノ神遺跡がある。昭和43年 ・44年 にかけて松本

県ヶ丘高等学校風土研究部によって調査 され,縄 文時代前期(諸 磯期)の 竪:穴住居趾5,ピ ッ ト群,

集石:趾:が検出され,土 器片 ・石錺i・石匙 を中心 とした石器類,映 状耳飾 りなどの出土が報 じられて

いる(第4図)。

(小松 慶)

第3節 遺跡の概要

(1)遺 跡 の要約

発掘調査 地点 は,小 曽部 川段 丘崖 よ り内奥170mの 地 点 に位 置 す る東西方 向 にABト レ ンチ(道

路 設置部分)を,こ れ よ り90m小 曽部 川寄 り,す なわち段丘 崖 よ り80mの 東 西 方向 にCト レンチ

(配 水管 設置部分)を 設 け調 査 した(第5図)。

ABト レンチか らはAB2。 ～AB22に 第1号 住 居趾,AB23～AB25に 第2号 住居趾,B3～B5に1号 ・

2号 小竪穴,A5～A6に3号 小竪穴,B12に4号 小 竪穴,ABI8～ABlgに5・6・7号 小 竪穴 が,ま た

Al4に1号 集石,B14に2号 集石,1号 住 居趾 の上 面B21～B23に3号 集石,2号 住 居趾 の上 面AB22

～AB25に4号 集石
,そ してAB、6～AB21に わ たって不 規則 な ピッ ト群 が それ ぞれ検 出され た。

Cト レンチ で は,C2～C4に3号 住居趾,C5～C6に5号 住 居趾,C7に10号 住 居趾,C8～Cl。 に

6号 住居趾,C1。""C12に9号 住居趾,C13～C14に7号 住 居趾,C14～Cl6に4号 住 居趾,Cl7～C18に

8号 住居趾 が,8号 住 居趾 よ り東 側,Clg～C23に か けて不 規則 な大小 の ピッ ト群 が あ り,6号 住 居

趾 の上 層,Cg～C1。 に か けて5号 集石 が それ ぞれ発見 されて い る(第6図)。

この よ うに今 回 の発 掘調査 によって検 出 され た遺跡 は住居趾10,小 竪 穴7,集 石6,ピ ッ ト群2

が あ る。 これ らの遺 構 は時期 が明確 で ないABト レ ンチの小竪穴 の1部 を除 いて全 て縄文時代 中期

に属 す るもの であ る。

発掘 され た遺物 は,全 て縄文 時代 の もので,土 器,土 製品,石 器 が ある。 土器 は微 量出土 した前

期初 頭 の中越式等 を除 けば,中 期 中葉 か ら後葉 にかけての ものが主体 を占め る。 土製 品 には土偶 ・

土 製円板 ・耳飾 ・有 孔 円板 ・小 形土器 が あ る。石 器 には,石 錺i・石匙 ・打製石 斧 ・凹石 ・石皿 ・磨

製石 斧 ・石錐 ・石棒 その他 が ある。

発掘 に よって検 出 した遺構 お よび遺物 は以上 の よ うで あるが,こ の他 に今 回の調査 にお いては出

土が見 られ なかっ たが,以 前同 じ遺 跡内 か ら弥 生時代 の遺物(中 期 土器片)が 出土 した とい う記録

もあ り,小 段 遺 跡の全体像 を知 る うえで見逃 せ ない事柄 で ある。

(2)遺 跡の層序(第7図)

調査地区での表土からローム層 までの土層の状態 を遺構の構築面や遺物 の包含との関係 に主眼を

おいて,各 層の特徴 を述べてみよう。
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＼

(1:2000)

第5図 小段遺跡の地形
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居趾 の床 面上 をお お う

覆 土 で,部 分 的 に堆積

す る。

第V層:ロ ー ム層

なお,4号 住 居趾 の部分 では ロ

ー ム層 は ご く薄 く
,ABト レ ンチ

A2～A6周 辺 と同様砂礫 混 りロー

ムがみ られ た。

(小 林康 男)

第6図 小段遺跡調査区全図

ABト レ ンチで は東 で浅 く,西 へ漸次深 くなって いる。

第1層:耕 作 土,20～30cmを 計 る。30地 区 付近 で は10cm前 後 と浅 い。 遺物 の出土 は僅:少。

第II層:黒 褐 色土,20～30cmで,集 石,小 竪穴 な どこの層 中 に存在 す る。遺物 は若干 出土 す る

程度 で多 くない。

第III層:ロ ー ム層

この他,A2～A6辺 ま では第III層 が 明確 でな く,砂 礫 混 り,のロ「 ム層 となって いる。

Cト レンチ

第1層:耕 作土,黒 色 のサ ラサ ラ した土層 で,深 浅差 はあ るが お よそ10～30cm。 遺 物 は余 り含

まれ て いない。

第II層 ・:黒色土,10cmか ら厚 い所 で40cmを 計 り,下 位 に なるにつれ遺物 は漸増 す る。

第III層:褐 色土,多 くの遺物 が出土 し,5号 集 石,4号,5号 住 居上層の遺構 などは この層中 に検

出 され てい る。

第IV層::黄 褐 色土,5,6,7号 住1 _
Ilo

llI

ABト レ ンチ(A12-14)層 序(1:80)

Cト レンチC5-8(5号 住居付 近)層 序(1:80)

第7図ABCト レ ンチ 標 準 層 序
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第III章 遺 構

第1節A・B各 トレンチ

芦 ノ田小段遺 跡のA・B各 トレンチ は,畑 地構造改善事 業 によ る区画整理 と,こ れ に伴 う農道施

設 に関連 し,同 遺 跡の破壊 が考 え られ る ところか ら,調 査 の ため設 定 され た もので ある。 第5図 に

示 す如 く,Aト レンチは北 側 に,Bト レ ンチ は南側 に隣接 して お り,相 互 に密接 な関係 をもち,報

告 にあたっては両 トレンチ を区別 す る特殊性 や,必 要 性 もみ られ な い ところか ら,こ こに一 括 して

概 観す る。両 トレンチは,畑 地 の西 側 を南 北 に走行 す る道路端 に基点 をお き,両 トレンチ共2m幅

に仕切 って東 側へ伸 長 させ,こ れ を更 に2m間 隔 に区切 って,西 の基点側 を1区 とし,以 下 順次東

へ50区 ま で設定す る。

現場 は,西 よ り東 へ向 い僅 か なが らの傾 斜度 を示 す畑地 で あ り,原 野 とは異 な り,発 掘 その もの

の作 業 を容 易 にした。両 トレンチの層序 は,第7図 に示 す如 くで,第1層,黒 色耕 土,10～30cm。

第2層,黒 褐色土,20～30cm,以 下 第3層 ローム層 に移行 して いた。

このA・'Bト レンチ の発掘 に依 って検 出 され た遺 構 は,多 彩 を極 め,住 居趾 として1号 住 居趾,

2号 住 居趾 の2件 。小 竪穴 として1号 小竪 穴 よ り7号 小竪穴 まで7件 。 集石 として1号 集石 よ り4

号 集石 まで4傷 そ して ピッ ト群 が1件 等 々所 在 した。 また,こ れ らの遺構 の分布状 態 をみ る と,

図　第

●
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A・Bト レンチの21～25区 に住居趾 が2件 所在 し,そ の西部地帯に小竪穴,集 石,ピ ット群が集 中

し,東 部地帯 には,遺 構の検出がみ られなかった。 このことは,当 時の生活の場 が推察され るとこ

ろである。

これ ら各種遺構 に伴出 した遺物 は,別 項記述の如 き石器 ・土器 であるが,ど うした理由によるも

のか,土 器類の出土は各遺構 とも微量であり,完 形 を示す ものなくしかも細片で,中 には遺物皆無

の遺構 もあっ七,遺 構の正確 な所属年代 を決定づけるに支障 を及ぼるほ どであった。

(1)第1号 住 居趾(第8図)

1号 住 居趾 は,A・Bト レンチの21区,22区 にわたり検 出 され る。規 模 は,東 西方 向約340cm,

南北方向約330cmの ほぼ円形 を示 し,竪:穴 の周壁 は明瞭 な落 ち摯 みをみ骨ず,ゆ るやかな勾配を

もって床 面 に続 き,浅 皿状 を呈 していた。 しか し壁 高 は,東 壁が24cm,南 壁25cm,西 壁20cm,

北 壁20cmを 数 える。床 面 は固 い仕上 げで あ るが,僅 か なが ら中央部 が凹む気配 をみせ た。 周溝

はな く,不 思議 なこ とに炉趾 が全 く確認 で きなか った。柱 穴 とみ られ る.もの は,1号 住 居趾 の西 に

分 布 する,ピ ッ ト群 に所属 す るもの を除 き,西 壁 に約40cmの 間 隔 を もって並 列 す る,P1,P2が あ

り,北 壁 にP3,東 壁 の東 に接 してP4が 認 め られ た。規 模 は,P1が 上 面径40×50cm,深 さ33cm。

P2が45×50cm,深 さ43cm。P3が30×53cm,深 さ14cm。P4が22×50cm,深 さ14cmで,

南 部 は3号 集 石 のは り出 しが あって,追 求 はで きなか った。 その他 住居趾 内 に付属 す る施 設 は確 認

で きなかっ た。

(2)第2号 住居 趾(第9図)

2号 住 居趾 は,A・Bト レンチの24・25区 を 中心 に して,1部23区 に わた り検 出 され る・ 竪穴の

規模 は,東 西 方向約463cm,南 北 方 向 は,北 壁 よ りBト レンチの南端線 まで約315cmを 数 え るも

のの,南 部 は完掘 されず,正 確 な規模 は不 明であ る。壁高 は,西 壁 が30cm,北 壁 が27cm・ 東 壁

は二段 構 えとな り,内 側 が10cm,外 側 が23cmを 記 録 す る。南壁 は未掘 の ため っかめ なかった。

住 居趾 の東部 分 は,第9図 で みる如 く,床 面 が10cmの 段 付 となって高 くな り棚 状 を呈 していた。

その全容 は南部未掘 部分 が あるため不 明 であ るが,調 査 され た範 囲 では∴棚 幅 が50～76cm,長 さ

は約2cmと な って以南 に続 いてい た。 棚面 は平坦 で,北 部 面 には3個 の礫 があ り,他 に特別 な付

属 施設 は認 め られ なかっ た。3個 の礫 は,15×10cm前 後 の大 きさの もの だっ た。住居玩 の床 面は,

多少 凹凸 があ り,あ ば た状 となって,こ ぶ し大程度 の礫8個,13×22cm程 度 の礫6個 の存在 を認

め,比 較的 固 い仕 上 げ で,ほ ぼ 中央部 に炉趾 の所在 をみ る。炉趾 は,長 さ28× 幅11× 厚 さ13cm

程 度 か ら,26×5×18cm程 度 のや や細長 い石9個 を方形状 に組 合せ,外 法約45cm方 形 ∴ 内法 約

24cm方 形 の小 づ くりの炉 を形成 してお り,深 さ約14cmの 浅 い落 ち込 み をみせ て いた。 内部 に僅

か なが らの 焼 灰 を認 め る。趾 内 の北 部 に柱 穴 とみ られ る もの を2ヶ 所 に検 出す る。Plは,上 面径

32×46crn,深 さ21cm。P2は18×20cm,深 さ8cmの 浅 いものであった。他 に柱穴 と考 え られ る
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第9図 第2号 住居趾

もの,周 溝 その他施 設 に関係 した ものは認 め られ なかった。

(3)第1号 小 竪穴(第10図)

1号 小 竪 穴 は,Bト レンチの3・4区 にわ た り検 出 され る。規模 は,北 西 ～南 東方 向へ長 軸 をとり,

そ の上面径 は273cm,下 面径 は175cmを 記 録 し,北 西寄 りの深 さは63cm,南 東 寄 りは上 り勾配

で立 ち上 差 り38cmと 高 まる。 これ に対 し直角 に交叉す る短 軸 は,南 西へ北 東方向 へ と り,そ の上

面径 は90cm,下 面 径 は27cmで,交 叉部分 の深 さは52cmで あ った。小竪穴 内 に遺物 や礫等全 く

検 出 されなか った。

(4)第2号 小 竪穴(第10図)

2号 小 竪穴 は,Bト レンチの4・5区 にわた り所在 した。1号 小竪穴 の東 に接 して,方 向 を同 じく

し並列 す る。規模 は,北 南 ～南東方 向へ長軸 を とって,そ の上 面径 は210cm,下 面径 は172cmを

数 える。 深 さは北西寄 りで18cm,南 東 寄 りで13cmと1号 小竪穴 に比 し浅 くな る。 また,短 軸は,
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第10図 小 竪 穴

長 軸 とほぼ直角 に交叉 す る,南 西 ～北東方 向 にかけて で,そ の上 面径 は80cm,下 面 径 は55cmと

な り,南 西寄 りで深 さ20cm,北 東 寄 りで10cmを 記 した。1号 小竪 穴 に比 し下面 は幅広 となる。

遺 構 内 よ り土器 ・石器等 の遺物 や礫 等 の検 出 は認め られ なかっ た。

(5)3号 小 竪穴(第10図)

3号 小 竪 穴 は,Aト レ ンチ の5・6区 に及び検 出 され る。1号 ・2号 小 竪穴 と同様,そ の長 軸 を北

西 ～南 東方 向 に とる。 しか し北西部 はAト レンチの北壁以北 の未掘部分 に伸 びてお り,そ の全容 は

あらいだされなかった。 調査 され た範囲 で は,長 軸の上面径 は約160cm,下 面径 は約130Cmで あ

った。 また,こ れ と直角 に交叉 す る短 軸 は,南 西 ～北東方 向 で,そ の上面径 は100cm,下 面 径 は

50cmと な り,南 西寄 りの深 さが16cm,北 東 寄 りが20cmで あ った。遺 構 内 に土器 片や石器 ・礫

等 は所 在 しなか った。
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(6)第4号 小 竪穴(第10図)

4号 小 竪 穴 は,Bト レ ンチの12区 に検 出 され る。 長 軸 を南西 ～北東方 向 に とって お り,南 西部

はBト レンチの南壁以 南 にのびて いて,そ の全容 はつ かめ なかっ た。調査 され た範 囲で は,長 軸 の

上 面径 は約100cm,下 面 径 は約50cmと な り,長 軸 とほぼ 直角 に交 叉 す る短 軸 は,北 西 ～南東方

向 を示 し,そ の上面径 は73cm,下 面径 は小 竪穴 の中央部 に細 まって15cmと な り,深 さは55cm

とや や深 まる。1号 ～3号 小竪穴 とは,そ の長軸 の方 向 を異 に し'た。遺 構 内 よ り土器 ・石器 等 の遺

物や,礫 の包含 は全 くみ られ なかっ た。

(7)第5号 小 竪穴(第10図)

5号 小 竪穴 はAト レンチの18～19区 に わた り検 出 され る。 北壁以北 の未掘部分 に本趾 は 及 ぶ た

め,や は りその全容 をつか み得 なか った。 発掘 され た範 囲で は,東 西 方向 の長 さが175cm,南 北

方 向は60cm以 上 伸長 す るこ とは確 かで あ り,周 壁 よ り丸底状 に凹 む底部 までの深 さは65cmで あ

っ た。 また,壁 の上 面 は,西 壁 よ り東壁 の方 が,約26cm低 いつ くりとなっていた。小 竪穴 内 には,

微 量 ではあるが縄文 土器片 の包含 が あ り,礫 等 の混入 は なか った。

(8)第6号 小竪穴(第10図)

6号 小竪穴は,Bト レンチの18～19区 に及び検出される。5号 小竪穴の南 に近 く所在 し,7号 小

竪穴とは1m弱 の西に隣接 して発見される。南部がBト レシチの南壁以南にややか くされるが,東 西

方向の上面径 は約95cm,南 北方向 もほぼ同様の数値 を示すものと思われる円形小竪穴で,下 面径 も

約60cmの 円形 を示 していた。深さは約18cmで やや浅 く,内 部に20×15×5cm程 度 の石4個 と,

その東縁 に同様の石1個 が所在 し,微 量の土器片が検出される。

(9)第7号 小 竪穴(第10図)

7号 小 竪 穴 は,Bト レ ンチの19区 に その主体 をお き,20区 に1部 及 んで あ らい 出 され る。 規模

は,東 西方向 約100cm,南 北 方 向88cmの 上 面径 を示 し,下 面径 は東西方向83cm,南 北 方向58

cmで あ り,落 ち込 みの深 さは10～15cmと 浅 い円形づ くりで あった。小竪穴 内 には,11×6cmか

ら15×10cm程 度 の礫11個 が 所在 したが,土 器 ・石 器等 の遺物 は全 く検 出 で きなか った。

(to)第1号 集石(第11図)

第1号 集 石 はAト レンチ14区 に遺存 した。集石 は帯状 の感 が あ り,そ の輪 郭 は明瞭 で,集 合状

態 は濃:密 とな る。 南 よ りAト レンチの北壁以北 に,230cm以 上 の伸長 を みせ,東 西 の幅 は,北 寄

りで約90cm,南 寄 りの最 大幅 は約115cmと な って いた。 また,こ の集石 の下 部 は浅 い落 ち込 み

をみせ てお り,そ の底 部 まで,石 が ぎっ し})詰 め込 まれていて,集 石断面 の厚 さは約32cmを 計 る。

落 ち込 みは,褐 色土 よ りロー ム層 内 に形成 され,規 模 は南 北方向 の上面径 が,約180cm以 上 北へ
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第11図 第1号,第2号 集石

伸 びてお り,下 面径 は同方向へ,約160以 上北へ伸 びていた。 また,こ れ と直角1『交果する東西方

向 の短 軸 は,上 面径 が約77cm,下 面 径 が約45cmを 記 録 す る凹地 とな、る。 集石礫 は,17×35cm

の 大 石1個 の他,鶏 卵大 か らこぶ し大 の礫 が 大部分 をしめ,14×15cm程 度 の石約20個 が 混在 す

る。 いずれ も角 の とれ た河原石 で,破 砕 され た角礫 とは異 な り,調 査 された範 囲 では,千 個 以上 を

数 え る。

集石 内 よ り検 出 され た遺 物 として は,石 器 として,縄 文 時代 の凹石3個,磨 石2個,凹 石兼用磨

石2個,打 製石斧1個 等 々あげ られ る。 しか し,土 器 ・陶磁器類 の出土 は全 くみ られ なか った。
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㈲ 第2号 集石

第2号 集石 は,Bト レ ンチ14区 に検 出 され る。 その長軸 は南北方 向 を示 し,Bト レ ンチの南 壁

以南 の未掘部 分 にわ たって,90cm以 上 の伸 長 をみせ,短 軸 は東西 方向 で約95cmの 幅 を もつ。集

石 は,こ ぶ し大以下 の小礫 が大部分 をしめ,1号 集 石 と比較 して全般 に小粒 となる。集 石断 面 の所

見 では,上 面幅95cmで,東 側の落 ち込 約20cm,西 側 の落 ち込 み約16cmを 示 し,こ の両 側 よ り

舟 底形 を示 す底部 の最 深部 は約30cmと な り,こ の間に石 礫 の充 満 をみ る。下部 調査 の結果 で も,

ロー ム層 へ の落 ち込 みが確 認 され る。 落 ち込 み は,北 よ り南 への上面径 が100cm以 上 以南 に続 き,

下 面径 も75cm以 上 以南 へ伸 びてい た。 また,短 軸 を示 す東 西方面 の上面径 は約105cm,下 面 径

は約60cmと な って いた。

この2号 集石 の長軸 は,Aト レ ンチ14区 に 所在 した,1号 集 石 の長 軸線 を南 へ伸長 した線上 に

あ り,し か も同 じレベ ル面 に遺存 し,両 集石 の近親 性,同 時性 を感 じさせ る。 しか しこれ らの集石

が,た だ,単 なる畑地 の礫 を集 めて排棄 した もので あるのか,あ るいは何 らかの 目的 を もって,集

石 され た もの であ るのか等,そ の意味 す る ところ は不 明であ る。用材 の礫 は,い ずれ も角 の とれ た

河原石 で,1号 集 石 と同様 であ り,500個 以 上 を数 える。

集石 内の 出土遺物 は,土 師器 の細片2個 の他,石 器等 の混在 はみ られ なかっ た。

⑰ 第3号 集石(第12図)

第3号 集石 は,Bト レ ンチ21～23区 に わ た り分布 して いた。1号 ・2号 集石 とは全 く様相 を異 に

し,集 石 の礫 が大形 とな り,確 然 とした濃密 な堆 積 を示 す集石 で はな く,輪 郭 線 は示 しなが ら もや

や不鮮 明 とな り,集 石 中 に空間 を示 す無石部分 が あ る。 また,集 石 内 に円形 ・方形等特 別 な遺 構 を

示す もの も認め られ なか った。石 の大 きさは,6×11×18cm程 度 よ り,6×17×32cm程 度 の比較

第12図 第3号 集石
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的大形 を示 す礫 を主体 として,こ れ に,こ ぶ し大程 度 の石 が混在 して いた。 いずれ も角 の とれ た河

原石 で あった。 分布 は,Bト レ ンチ南壁以南 に伸 び る,未 掘部分 が ある もの の,発 掘 され た範 囲 で

は,東 西方 向約340cm,南 北 方 向 は150cm以 上 で,確 認 された石 は,大 小合 わせ て約140個 で あ

った。.こ れ らの集石 は人為 的 で,自 然堆積 とは思 われ ないが,何 の 目的 で,ど の ような遺構 に付 随

す るものなのか は不 明 で ある。集石 内 よ り,微 量 の縄文土 器片 が出土す る。

㈹ 第4号 集石(第13図)

第4号 集石 は,第2号 住 居趾の直上 に遺 存 してお り,そ の分布 はA・Bト レンチの24区,25区 に 主

体 をお き,一 部,Bト レンチの26区 に 及 んでい た。 集石 の規模 は,東 西方 向約500cm,南 北 方 向

は300cmを..る も のの,南 部 は,Bト レ ンチの南 壁 よ り未掘部 分 に拡 が るもの と推 察 され,ほ

ぼ500cm円 形 を呈 す るもの と思 われ る。集石 の用材 は,角 の とれ た 自然 の河原石 で しめ られ てお

り,総 個数 は約400個 。 こぶ し大程度 の礫 を主 として,人 頭大 程度 の石 がこれ に次 ぎ,大 は13×37

×41cm程 度 の石,約10個 が 混在 していた。 集石 内 には,円 形,.方 形 等特別 な輪郭 を示す もの は見

(1:40)

第13図 第4号 集石
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あたらなかった。集石内より微量の縄文土器片が出土する。

(14)第1号 ピ ッ ト群(第14図)

第1号 住 居趾 の西 側 に検 出 され た ピッ ト群 は,主 としてBト レンチ の16区 よ り21区 に 及 んでお

り,1部 の ピッ トがAト レンチ内に所 在 した。 全般 に柱穴状 を示す もの が多か ったが,中 には不 整

な形状 をとる もの,土 拡状 の もの な どが み られ た。 それ らは合 計12例 を数 える。 これ らの ピッ ト

は,Aト レンチ内 に2例 で,他 はBト レンチ内 に あ り,Bト レンチに南接 す る未掘部分 に も分布 す

るもの と考 え られ るが,そ れ らとの関連 や,全 容 をつ かむ ところ まで にはい た らなか った。 いずれ

も第3層 の ロー ム面 に遺存 す る。.なお,16～18区 にか けての ピッ トは,千 鳥状 の並列 が 感ぜ られ

た。 また,ピ ッ ト内か らは石器 ・土器等 の遺 物 出土 は全 くな く,Pll,P12に 礫 が混 入 して いた。以

下,各 ピッ トの形状 や規模等 につ いて記述 す る。

Plは,上 面径 が60×60cm,壁 が垂 直 にお りてお り,深 さは28cmで あ った。'P2は,不 整楕 円

形 を示 し,そ の上面径 は長 軸 を南北方 向 に とって約125cm,短 軸 は東西方 向 に約80cmで あ った。

落 ち込 みは三方 に分 かれて複雑 とな り,そ れ らの下面径 と深 さは,13×33cm,一13cm。18×25cm,

一25cm
。8×8cm,一17cmで あった。P3は,上 面径28×44cm,深 さ15cm,下 面 径 は10×10cm

と皿状 を示 す。P4は,上 面径 約38×55cm,下 面 径 約10×10cmと 細 く集 約 し,深 さは12cmと 浅

い。P5は,上 面径25×35cm,下 面径5×7cm,深 さ8cm。P6は 上 面径40×40cm,下 面径5×

5cm,深 さ5cm。P7は,上 面径40×45cm,下 面 径8×8cm,深 さ15cm。P8は,上 面径40×

50cm,下 面径25×35cm,深 さ17cm。Pgは,上 面径 約60×60cm余,下 面径 約20×20m余,

深 さ約13～24cmと 一 定せず,Ploは,上 面径38×51cm,下 面 径17×10cm,深 さ ユ6cm。P11は,

不 整三角形 の土 拡状 を示 し,内 部 に礫 を含 み,複 雑 となる。上 面径 は,東 西方 向約115cm,南 北 方

第14図 第1号 ピ・ソド群
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向約110cm。 下 面径 の東西方 向 は約50cm,南 北 方 向 は約70cmと な り,深 さは20cmで あ っ た。

この ピッ ト内に,6×5×8cmか ら,15×15×28cm程 度 の石礫 が5個 ま とまった状 態 で出現 す る。

P12は,そ の一 部 がBト レンチ の南 壁以南 に及 んで いるが,推 定直径 約83cmの 円 形 土拡状 を示 し

てお り,.深 さ24cmで,内 部 に9×12×18cmの 礫 が1個 所在 した。',

以 上 が各 ピ・ソトの規模,形 状 等 で あるが,こ の中,Pl・ ～P12は1号 住居趾 の縁 辺に隣接 してお り,

そ の付属 施 設 とも理解 され る。 また,P3～P7は,い ずれ も上 面径 は広 いが,下 面径 が いちじる し く

集約 して細 まってお り,い わゆ る柱 穴 のあ り方 とは,そ の趣 を異 に して いた。

(大 久保知 己)

第2節Cト レンチ

(1)第3号 住 居 趾(第15図)

第3号 住居趾 はCTの 西 端,2区 ～4区 にか けて発見 され,東 側 は5号 趾 と重 な り切 られて い る。

南側 も他 の遺構 と重 な り,壁 は あ きらか でな く,西 か ら北 側 にかけて は未掘 で あ る。最 初掘 られ た

2区 ～4区 を中心 に南側 は2m,北 は1m幅 に拡 張発掘 され たが,未 発 掘 部 分 の あ る住居趾 となっ

て しまった。 第3趾 の上部 には遺 構 があ った と考 え られ,3号 住 居趾 に接 した3区 ～4区 では一40

cmの 黒 色 土層 の下部 に径10cm位 の穴2個 が110cm離 れ て発見 され,拡 張 後 の4区 の 南 側 の端

で も径10cm位 の 穴 が20cm離 れ て並 んで発 見 され遺 構 の一部 と推定 され る。1区 の トレンチ上部

に も角礫 を混 えた礫 が 多 く散 在 して いたが,用 途 は確 認 され ずに終 って,3号 趾 の 掘下 げ となっ

た。

3号 趾 と掘下 げ中のほぼ 中央 地表 よ り,唱一55cm,北 側 の端,中 央付 近地 表下 一60cm,南 西 の隅

地 表下 一40cmよ りそれ ぞれ,焼 土 が発 見 され,中 央 は円形 に,後 者 の2ヶ 所 は半 円状 で,未 掘部

分 に伸 び てい るら しい。土器 等 の出土 もあ り,生 活遺 構 の一部 と認 め られ るが,確 認 で きない生活

遺 構 となった。 また,南 壁 か らは これ 等 に関係 す る と考 え られ る出土品,磨 製石斧1,一65cm,

土 偶 頭部,一60cmが 出 土 して い る。

最 下部 に発 見 され た3号 趾 は ロー ム面 を少 し掘下 げ,全 体 は確 認 で きなか ったが,石 組 の炉趾 は

ほぼ 中央 で ある らしい。 南側 に 出土 した埋甕 も南壁 の近 くであっ た とす る と,大 きさは東西5m,

南 北5.5m位 の 隅丸 の方形住居趾 が考 えられ る。柱 穴 はP1は や や 大 きい穴 で あ るが柱 穴 としたい。

P2は よい であろ う し,こ れ と対比 で きる北側 に柱 穴 が発見 で きなかっ たが,ま だ掘 り足 りないの

か も知れ な い。 炉趾 は石 組 が完全 であった と思 われ るが,胡 桃 の木 の植樹 が あ り,そ の抜根 の時,

根 と共 に北 側の石組 の一 部 が動 いて位置 が乱 れ た ら しい。炉趾 は約1mの 方 形 に近 い形 であっ た と

推 定 され る。 南側 の埋 甕 は2回 埋 没 がな され た らし く,写 真 でみ るよ うに,甕 の 胴部 が並 んで発見

され てい る。 床面 の上部 で発見 され てい るもの よ り少 し古式 となるが,3号 趾 の年代 を決 め る甕 で

あ る。3号 趾 の南側 は落 ち込 み別 の遺 構 の ようであ る。3号 趾 の壁 が の こって いない点 をみ ると,

3号 趾 よ りは新 しい遺構 の存在 が考 え られ る。(小 松 慶)
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(1:80)

第15図 第3号 住居趾

(2)第4号 住居趾

4号 趾はCl4～Cl6お よび北拡張区に位置 し,遺 構分布からみると東端地域にあたる。

4号 趾は上 ・下2つ の住居趾が重複 して存在する。上層の住居趾は地表下40cmの 褐色土層中に

炉趾の石組 みおよび焼土の検出により確認された。 しかし,そ の規模,性 格等 は褐色土層中というこ

ともあ り,判 然 としなかった。一応出土遺物の状態か ら加曽利E期 の住居趾 ではなかったか と推定

される。

この上部 の遺構面を掘 り下げ,下 層住居の覆土 となると完形 ・半完形の土器 が足の踏み場 もない

程 に集中 して出土した。その出土範囲は下層住居趾の全域にわたるが,炉 趾上部周辺 に特に著しく,

床面から10cm程 度浮 き上って出土 した。

住居趾の平面形態は径5m前 後の円形 を呈す ると推定されるが,壁 が残 されている部分が東壁の

一22一



(1:80)

第16図 第4号,第7号 住居趾

1部 のみで あ るため 判然 としない。壁 面 はローム層 をほぼ垂 直 に掘 り込 み,こ の ロー ム層 を掘 り切

って砂 利面 まで達 してい る。 この ため壁面 は余 りきれ いで ない。床面 は,砂 利層 中に作 られ て いた

ため極 めて もろ く,凹 凸 が著 しい。 本遺 跡 の他 の住居趾 は全 てローム層 中に床 面 が設 け られ てい る

ことを考 える と,本 趾 の状 態 は特異 で ある。床 面上 に は炉趾 とP3と の 中間部 分 に40×30cm,厚

さ10cmか ら30×20cm,厚 さ10cm位 の上 面平坦 の河原石3個 が置 かれて い る。作業 台的 な役割

の もの か も しれ な い。

ピッ トは10穴 あ り,主 柱穴 と思 われ るもの はP1(一40),P3(一35),P4(一45)お よ び深 さは

10cmほ どであ るが,Plo,Pg,P7,P6,P5の8柱 穴 であったもの と思 われ る。 深 さの浅 いもの はあ

るいは柱穴 掘 り込み が砂利層 にあ るため良好 に残 らなかっ たの か もしれ ない。 炉吐 はほぼ中央 にあ

り,長 さ40～25cmの 石5個 を五角形 に組 み合 わせ た石 囲炉 で,南 側 の炉石 には背後 に小 さな石 を

か ってい る。炉趾 は床 面 よ り5cmほ ど上 に出 てい る。 炉底 はす り鉢 状 に ゆ る く掘 られ,深 さは16

cmを 計 る。 内部 には焼 土 は見 当だ らない。 しか し炉石 はか な り焼 けてお り,ボ ロボ ロになって い

る。

本趾 の時期 で あるが,出 土土器 か ら中期勝坂期 に位 置 しよう。(小 林康 男)
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(3)第5号 住 居趾(第17図)

第5号 住居趾 の範 囲 はCTの4区 ～6区 にわ た り発 見 され,ト レンチ も一一部 が拡 張 され た。上 層

の地層状 況 より述 べてみ たい。最 上部 の黒色 土の耕土 は20～30cm位 あ り,こ の層位 に も生活遺 構

があ り,そ れ として,第36図 の 土器1～10ま で は黒色土 中 の出土,11～14ま で は その直下 の褐 色

土中か らの出土遺物 であ り,4区 の 一40cmに110cm離 れ て2個 の径10cm位 の穴 が 黒 色土 中 に,

起の回 りが固 くはっ き りと検 出 され,4区 ～7区 にか けては敷石 住 居 の遺 構 の一 部 とみ られ る石 の

1己石 らしい部分 がみ られ た。.上部 であ るため,耕 作 等 に よ り失 われて しまって お り,確 認が で きな

かったのが残 念 であ る。褐 色土層 に入 ってか ら40～60cm位 は 土器 の出土 も多 く,5区 の 南側 の壁

に焼 土が発 見 され,そ の西 の壁 よ りには土器 が多か った。 そ して中間 の北 壁付 近 に立石 が発見 され

た。立石 は地表 より一30cmに 上 部 が あ り,砂 岩質 で,長 さ35cm,径 が13cm～8cmあ り,下 部

がやや太 く円柱 に近 い。 これ を支 える ように,南 側 に長 さ13cm,径3cm×7cmの 薄 い板状 の石

と,西 側 に長 さ14cm,径6cm×13cmの 石 が あ り,柔 らか い褐 色土 中の立石 を固定 した もの とみ

られ る。前述 した,焼 土 や土器 ・立石 を含 め た住 居趾 は この層位 でぽ,住 居趾 として確 認 はで きな

かったが,焼 土 が炉趾 とす るな ら,立 石 は住 居趾 の北 よ りにな り,床 面上 には20cmは 優 に現 れ て

いた と考 えられ る。立石 の下15cmに は5号 住 居趾 の床面 があ り,立 石 の下 には5号 趾 の土器 とお

もわれ るものが顔 を出 して い る。 この立石 に関係 した層位 の土器 は第35図,'37～38図 で ある。

最:下部 の5号 住居趾 は地表下80～90cmに あ り,西 隣 りの3号 住居趾 の東側 の一部 を切 っている。

第17図 第5号 住居趾
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大 きさは全部 を発掘 で きなかっ たので はっ き りしない点 もあ るが,東 西4.1m,南 北3.4mの 隅 丸

方 形 の 堅穴住 居趾:で 幅10～15cmの 周 溝 が あ り,中 央 東寄 りに炉=趾:があ る。柱 穴 はPl,P2,P3の

3ヶ 所 が発 見 され てお り,P2は 穴 が2個 並 んで1個 は周 溝か ら壁 にか けて掘 られて お り,2個 の 中

間 には固 い床面 があ り,2つ と も5号 趾 の ものか,他 の遺構 の もの もあるのか,確 定 で きな いが,

現 在 は内側 のZを5号 趾 の柱 穴 としてお く。床 面 に発 見 され た遺 構等 に,西 側の壁近 くに埋甕 があ

り(第35図),そ の 北P3の 柱 穴近 くに,石 皿 が伏 せ た状 態 で発見 され た。炉趾 は先 に述べ た立石

の直下 に な り,炉 の北 側 に1個 石 があ り,石 組 が炉 の回 りにあ ったのか ど うか今 では,は っ き りし

ない。炉趾 内 よ り有 孔土製 品 が発 見 され た。 また炉 の西60cm位 離 れて石 棒 の折 れ た部分 が発 見 さ

れ た。住 居趾 の時代 は縄文 中期末 に入 る時期 で あろ う。 上部 か ら5号 趾 まで に3～4の 住 居 趾 の重

な りが考 え られ る。

(小 松 慶)

(4)第6号 住 居趾(第18図)

本 趾 は,Cト レ ンチ8区 ～10区 に位 置 し,西 側 は第10号 住 居趾,東 側 は 第9号 住 居趾 が重複 し

てい る。 なお,南 側 に未調 査部分 を残 してい る。切 り合 い関係 は,第10号 住 居趾 とは 明確 ではな

いが,本 趾 を第9号 住居趾 が切 ってい るこ とは明確 で ある。

平面形 は円形 を呈 す る もの と思 われ る。 推定4cm20cmの 径 を計 る。 覆土 は 第II層 で ある褐 色

土 であ る。床 面 は平坦 で,全 面 を良 く踏 み固め られ て いた。壁 はほぼ垂 直 に立 ち上 り,壁 高 は15～

18cmを 計 る。周 溝 は北側部 分 に残 ってお り,幅15cm,深 さ7cmを 計 る。 ピットはP1(一17cm)・

P2(一39cm)・P3(一15cm)の3本 であ り,主 柱穴 とな ると思 われ る もの はP1とP2で あ る。Pl

とP2は 底 部 に小砂利 を見せ てお り,特 にP2は 垂 直 に掘 り込 まれ,内 部 よ り土製 の 「耳飾 り」 が1

(1:60)
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個出土 した。 また,内 部 より挙大の転石が3個 見られた。炉趾等 は確認で きなかった。

出土遺物 は,後 述の土器 と石鍛 ・打製石斧 ・凹石 ・磨製石斧の石器類が出土 した。

なお,本 趾の時期は床面などより土器が出土 していないので明確 なことは分からないが,覆 土中

よりの土器などにより縄文中期後葉に位置するもの と考 える。(浅 輪俊行)

(5)第7号 住 居 趾(第16図)

第7号 住居趾 は12,13,14区 に かけて発 見 され,東 は4号 住居趾 と重 な り,住 居趾 の一部 が発

見 され たのみで ある。

13区 で は上部 の褐 色土層 直上 には3～4区 でみ られ た よ うな径10～11cm,深 さ35cmと50cm

の 穴 が2個 発 見 され,間 隔 は110cmで 上 部 の遺 構 に関係 があ る と考 え ちれ る。7号 趾 は,ロ ー ム を

掘 り下 げて造 られ てい るが,住 居趾 としては南 に伸 び て いるら し く,遺 構 の一部 として,P1の 柱 穴

と見 られ る穴,そ の東4号 趾 の近 くに30～40cm×15～25cmの 石 が3個 と小石 が5個 ほ どかた ま

って出土 して いる。土器 も縄文 中期相 当の土器 で見 るべ きもの は無 い。

(小 松 慶)

(6)第8号 住居趾(第19図)

本趾 はCト レンチ17区 ～19区 に位 置 して いる。南北 両側部分 は未調査 で あ る。

平面形 は円形 にな る と思 われ る。 東西5mを 計 るが南北 は不 明。覆 土 は褐色 土 であ る。'

床 面 は,や や傾斜 を持 ってい るが,平 坦 であ りや や軟 らか な状 態 で ある。壁 は西 側 と東側一部 に

見 られ る。 西側 は 明瞭 に立 ち上 が り,壁 高14cmを 計 る。東側 は なだ らか に立 ち上 が り同 じ く14

cmを 計 る。 ピッ ト,は,PI(一30cm)・P2(一24cm)・P3(一22cm)の3ヶ 所 を確 認 した。 主柱 穴 は

(1:60)
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P2・P3の2本 で あろ う。

西 側 に不正 円形 の小 竪穴 があるが 本趾 に付属 す るもの と思 う。底 面 の大 きさは100×110cmで,

平 坦 で ある。プ ラ ン確 認面 は120×140cmで,小 竪穴 の形 は袋状 を呈 して いた。床 面 を20cmほ ど

掘 り込み,底 部 に挙大 ～ 人頭 大 の石 が散 在 してい た。他 に施 設 はな い。

本趾 か らは,後 述 の土器 と石11・ 打 製石 斧 ・凹石 ・磨製石 斧 が出土 した。

時期 は出土土器 よ りして中期 中葉 勝坂 期 であ る と推定 され る。

(三 村 肇 ・山越正義)

(7)第9号 住居 祉

第9号 住居吐 は10区 ～12区 に か け:て発見 され,上 部 か ら遺物 も出土 してい るの で,上 層 の出土

状 況 よ り述 べて みたい。

10区,11区 の 地表下23cm～25cmの 黒 土層 に はか な りの土器 や石器 が出土 し,石 の 多い こ と

よ り敷石住 居趾 があ ったので はないか と考 え られ るが,浅 い ため,耕 作 に荒 され て住 居趾 と認め る

こ とはで きなかっ た。

11区,12区 の 一30cm～ 一40cmに か けては褐色 土 中に縄文 土器 や石 器 が多 くあり生活 の遺構 の

あ とと考 え られ,12区 は 一50cmま で縄文 土器 の 出土 が 多い。最 下層 の9号 趾 は,ロ ー ム層 を14

cmほ ど掘 り下 げて作 られ,壁 に沿 って細 い周 溝が あ る。 ほ ぼ中央 に石組 の炉趾 があ へ 炉趾 の西

側 に柱穴 が1個 発見 され た。 トレンチ発掘 の ため図上復元 を してみ る と径4.20mの 竪 穴 住 居 趾 に

な るらしい。 縄文 中期 中葉 の出土土器 が 多い ことか ら住居趾 もその時期 と考 えられ る。

(小 松 慶)

(160)
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(8)第10号 住 居趾(第18図)

本 趾 は,Cト レンチ7区 ～8区 に位 置 し,東 側 が第6号 住 居趾 と重複 して いる。 南側部 分 は未調

査。本趾 を一戸 の住居趾 とす るには若干問題 が あ りそうであ る。 なぜ な らば推 定住 居趾面 はあ ま り

に小 さ く第6号 住居趾 との切 り合 い も判然 と しないか らであ る。 だか ら して本趾 を第6号 住居趾 の

張 り出 し部分 とみ る意 見 もあるが,調 査時点 では,確 証 をつかむ こ とが で きなか っ た。 ここで は一

応一戸 としてお きたい。

平面形,規 模等 は判 然 としない。

床面 は一部 残 るもあ ま り良 くない。 壁 は西 ・北側部 分 が判 明 してお り,西 壁 は明瞭 に,北 壁 はや

やなだ らか に立 ち上 る。壁 高 は20～30cmを 計 る。床 面 に(50×35・40×35・25×10cm)の3個

の石 を残 すが,内 一 つ は石 皿 で あ る。 出土遺 物 は後 述 の土器 と打製石斧 ・凹石 ・石 皿 ・砥石 等 の

石器 が出土 した。

時期 は第6号 住居吐 と大差 ない もの と思 われ る。(浅 輪 俊行)

(9)第5号 集石(第21図)

本 趾 は,Cト レンチ9区 ～10区 に散 在 して いた石 をさす もので ある。石 は挙大 か ら40cm平 方 く

らいまでの もの で転石 が多い。 南北両側 に未調査部 分 を残 して いる。石 は第1層(黒 色土)よ り第

II層(褐 色 土)に あ り,第II層 に食 い込 む状 態 で あった。覆 土 よ りは石器 ・土器 と共 に炭化物 も少

(1:60)
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量 ではあ るが併 出 して いる。 これ らの石 は人間 の所産 と思 われ るが,性 格 は不 明で あ る。 石 の下 部

よ りは遺構 の性格 を決 定す るもの は見 出 され なかったが,そ の下位 よ り第6号 ・9号 の2つ の住 居

趾 が検 出 され た。 本趾 よ りは後 述 の土器 及び打 製石斧 ・磨 石 の石器 が出土・した。

本趾 の時期決 定 は,第48図20の 小 型 土器 をもって したいが,縄 文 時代 中期 の後半 と考 え る。

(浅 輪 俊行)

⑩ 第2号 ピッ ト群(第22図)

本 ピッ ト群 とは,Cト レ ンチ20区 ～23区 に あ る ピ・ソトを指 す。 これ らは20区 の8号 住 居趾 に

か か るもの か ら21区 の もの まで と,22区 ～23区 に あ るもの までの2種 に分 け られ る。 これ ら2種

の ピ ッ ト群 の覆 土 は褐 色土 で ある。

20区 ～21区 の ものはほぼ円形 で,40×30cm,深 さ30cmの ものが3個(Pl・P2・P3),内 部 に

挙 大 の石 を3個 含 む東西120cm,深 さ11cmの 小 竪穴 とが ほぼ東西 に一 直線 にならんで い る。 また

21区 に は60×50cm,深 さ30cmの も の(P4)が 見 られ た。

22区 ～23区 までの もの は,30×30cm,深 さ30cmの もの(P5)と,ピ ッ トと呼 ぶ に は問題 が

あ りそ うな100×80cm,深 さ20cmの 不 定形 の掘 り込 みが組 み合 わ されて いる。 ピッ ト群 上 部 の

第1層(黒 色 土)・ 第II層(褐 色土)に はそれぞれ南北105cm,東 西55cm,南 北80cm,東 西80

cmの 土 器 片,打 製石 斧 を噛む挙大 か ら人頭大 の円礫 によ る集石 が見 られ る。 また24区 か らは,50

×50cmの 焼 土 が南壁面 にそって検 出され た。 当初 その不 定形 な形状 と乱 列 の様相 か ら,・遺構 に伴

う構築物 とは認 め難 く,危 惧 の念 を抱 いたが,30×30cmの ピッ トよ り凹石 が底 壁 よ り10cm上 部

で,壁 側面 をず り落1ち た よ うな状 態 で出土 し,な お60×30cmの ピ ッ トか らは後述 第 図7の 底

部破 片土器,30×40cmの ピ ッ トか ら石f1が1点 出土 した。 本 ピッ ト群 の深 さは20～40cmで 遺 物

を含有 す るピ ッ トは不定 円形 であ る。 時期 は22区 の 人頭 大扁平礫 を被 うように して 出土 した大形
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土器 片(井 戸尻式)を もって当て る。

(三村 肇 ・山越正義)

30



第IV章 遺 物

第1節 土 器

(1)ABト レンチ

1)第1号 住居趾(第23図1～4)

1号 竪穴住居趾内出土遺物 の中,土 器片 は皆無 に等 しく,僅 かに第1図1～4に 集録された細片

を数 えるにす ぎなかった。 しか も4片 とも土器形式 を異にし,本 趾の所属年代 を決定づけるところ

までゆかなかった。

採用土器片の中,1は,近 くの塩尻市宗賀区平出遺跡で報告 された,縄 文中期初頭土器第三類A

に分類 されたもの と同類 で,半 裁竹管 による,平 行沈線文 が垂下 している頸部辺の破片である。2

は,平 縁 口縁が肥厚 しなが ら外 に開 き,口 縁部の区画帯内に,深 い連続刺突文 を何条 も施 している。

縄文中期前半の平出第4類Aに 相 当する。3は,整 然 とした平行沈線文 を横位 に引 き,そ の下部に

同様の平行沈線文 を密 に垂下 させてお り,縄 文中期中葉の,勝 坂期の特徴的な耳状小突起が付加 さ

れている。器厚は0.5cmと 薄手である。4は,口 縁部 に無文帯 をおき,横 走する沈線 と,沈 線描出

による凸 レンズ状の横位連鎖文 がめ ぐっている。器壁0.4cmの 研磨 された精製土器であり,暗 褐色

を呈する。縄文晩期所属 とみられ るが,類 例 をあまり見ない。

2)第2号 住 居趾(第23図5～29)

2号 竪 穴 住居趾 内出土遺物 の中,土 器 は,第1図 に示 した5よ り29ま で が該 当す る。や は り1号

住居趾 同様,趾 内出土の土器 と して,完 形 品 は皆 無,し か し出土量 少 な く,活 用 し得 る資料 もまた,

僅 かで あっ た。 報告 にあた り,こ れ らの土器片 を分 類整理 し詳述 したい。

○第1類 土器(5～12)

縄 文 中期初 頭 に位 置づ け られ る もので,本 類 をさ らにa,bに2分 類す る。

a類:6,9,10,12が 含 まれ,縄 文 を地文 とし,浅 い平行 沈線文等 が併 用 され るものをまとめた。

6は,器 厚0.5cmと や や薄 く,縄 文 を地文 として平行沈 線が施 され,部 分 的 に格子状 を呈す る・ 頸

部 辺 の破 片 とみ られ,そ の屈 曲部 に横走 す る隆帯 が あって,そ の上 面 に縄文 の転載 がみ られ る。9

は,縄 文 地文 に浅 い平行 沈線 が引かれ てい るが,胎 土 に輝雲母 を含 み器 厚0.9と や や 厚 い。10は

0.5cmと 薄 手 とな り,平 行 沈線 と荒 い隆帯上 に,縄 文 ら しき転載 をみる。12は,平 行 沈 線 が縦 方

向 に密 とな り,横 方 向 には疎 となって格子状 とな る。

b類(5,7,8,11):平 行 沈線 が縦方向 に施文 された一群 で,平 出第3類Aに 相 当するものである。

5は,平 縁 口縁 が 外反 し,平 行 沈線 がやや あ ら く引 き下 げ られ,頸 部 への肥厚部 に太 い刺突状 の押

圧 痕 が横 に点在 す る。7,8,11は,平 出第3類Aに 特徴 的 な平行沈 線が施 され る。
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第23図A・Bト .レ ンチ 出土 土 器
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○第2類 土器 ∫(13ん20)

縄文中期前半に所属する,平 出第4類A・B式,関 東地方の阿玉台式等に対比 され るものをまと
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めた。 更 に これ らを施文 のあ り方 か ら,a,b,cに3分 類 した。

a類:刺 突面 が三角状 を呈 す る,特 徴的 な連 続刺 突文 の施 され た1群 で ある。13,14,19が 含 ま

れ,13,14は 平 縁 口縁部 で,14は 壁 調整 をよ くし,口 唇部 が内 そ ぎとなるが,共 に横 位楕 円区画 内

を,連 続刺 突文 を密 に施 して充 て ん してい る。19は 器 厚1cmと 厚 平 の胴部破 片 で,器 全 面 を連 続

刺 突文 でみ たす。

b類:竹 管 の背位連 続爪形文 の施 され た もの を一括 した。15～i8が 該 当 し,15～17は 隆 帯 に沿

って その両 縁 に,細 か なやや浅 い連 続爪形文 を走 らせ てお り,15に は 隆帯上 に刻 目を付 して いる。

18は 平 縁 口縁 部 に沿 って,強 く太 い連 続爪形文 を2条:横 走 させ て い る。

c類:20の1例 のみで,平 行 沈線文 と連接 す る押引状文 が,横 位 に併用 され ていて,施 文 の あ り

方 を異 にす る。

○第3類 土器(21～29)

縄 文 中期 中葉 に位 置づ け られ る1群 をま とめ た。21は 隆 帯 による区画 内 に,整 然 とした平行 沈線

文 がみたされ,22,23は,隆 帯 や粘土紐貼布 に よる区画 の上下 に,縄 文 が施 され,24は 地 文 の縄 文

に平行 沈線 が垂下 す る。25～28は,器 全面 に中位 の縄文 が施文 され る。29は 底 部 で,底 径 約11.6

cm,器 厚0.8cm,無 文 で器 の立 ち上 りは,ゆ る く外傾 してい る。

3)第5号 小 竪穴(第23図30～33)

5号 小 竪穴 内出土土器 で,活 用 で き得 る資料 は,僅 か4例 にす ぎなか った。 この 中,30と33は

土 器 底部 で,共 に焼成 よ く黄褐 色 を呈 し無文 で ある。30は 底 部径 が約13.6cm,器 の 立 ち上 が りは

急 とな る。底 部厚 が0.9cmで あ るのに対 し,器 壁厚 は1.2cmと 厚 手 で あ る。33は 底径 が約11.2

cm,器 の立 ち上 りは,外 傾 しなが ら無理 のな い円滑 な立 ち上 りをみせ,器 厚 は0.8cmの 中厚 手 で

ある。31は,器 厚0.7cmで 焼 成 よ く茶 褐色 を呈 し,竹 管 に よる背位 の連 続爪形文 を歯車状 に施 し

て い る。 平 出第4類Bに 相 当す る土器 片 で ある。32は,器 厚0.7cm,暗 褐 色 を呈 す る胴部破 片 で

ある。綾 杉状 の沈線文 が施 され,縄 文 中期末 の 曽利5式 に対比 され得 る。

4)第6号 小竪穴(第23図34)

第23図34に 示す縄文土器片 と,図 示 しなかった土師器の細片1個,他 無文土器片2個 等々であ

った。34は,0.5cmの 薄手土器で,焼 成はよいが,灰 白色 を呈する胴部破片である。箆描文がまと

まった構図 をもたずに,任 意自在 に表出されるが,縄 文前期初頭の木島式系土器に属 するものであ

ろうか,類 例 を見ない。

5)第4号 集石(第23図35～37)

4号 集石内出土土器 も,活 用 し得 るものは僅:かに3例 であった。35は 結節状浮線文 が密接 し,半

裁竹管の横位連接押圧 による,波 状沈線 が付加 される。36は 器全面に縄文施文 とな り,37は 整っ

一33一



た平行 沈線文 の施 され た,い ずれ も0。7cm位 の 中厚手 土器 片で ある。

6)第5号 集石(第23図38～46)

5号 集 石遺構 内 の出土 土器 の中,活 用 し得 る資料 は第23図 にあげた38～46ま でで,必 ず しも資料

的 に満 足のゆ くもの とは言 えなかっ た。施文 の あ り方 か ら,こ れ らをa～d類 に4分 類 し,報 告 にか

えたい。

a類:38,39が 含 まれ る。38は,や や大形 の波状 口縁部破 片 で,器 厚約0.7cmで あ るが,口 唇

部 が肥厚 して内湾 す る。波状 の頂部 は突起状 の二 山 を形成 し,口 唇 肥厚部上 や,口 縁 部 の渦 巻状 隆

帯 間 に,竹 管背位連 続 爪形文 を施 す。39は,頸 部辺 の破 片 で,縦 横 に整 った区画 をとる らし く,か

な り深 い太 い爪形 文 を,密 に連 続 させ て いる。2号 住 居趾 出土 の18や,5号 小 竪穴 の31と 類 を同 じ

くす る もので ある。

b類:40,41,42が 該 当 し,a類 よ り爪形文 が細 く浅 く施文 される類 である。 これ らは,2号 住 居

趾 出土 の第2類B,15,16,17と 施 文 を同 じ くして い る。40,41は,隆 帯上 に刻 目 をもち,そ の隆

帯 の両縁 に細 かな連 続爪形文 を施 して いる・42は ・0・5cmと うすい小形土器 の胴部破 片 で あるカ㍉

極 細の浮隆線 に よって,方 形状 に区画 された内部 に,微 細 な連 続爪形文 をめ ぐらし,空 間部 全面 に

斜行 す る沈線文 をみた して いる。

c類:44,45の2例 で,縄 文 の施 され る類 であ る。45は 器 厚0.4cmと{く,黒 褐 色 とな る。 縄

文 を地文 と した上 に,平 行 沈線 を併用 してい る。2号 住居趾 出土土器 の第1類a式 と同類 であ る。

44は,平 縁 口縁部 が肥厚 し,器 厚1cmと な り,全 面 に縄文 施文 となって いる。

d類:そ の他 土器 を一括 した,43,46が それ で,43は,沈 線 の上 下に太 い連 続 爪形文 と縄文 を施

してい る。46は,平 行 沈線 と細 い蛇行沈 線が垂 下 して い る。

7)遣 構 外 出土 土器(第24図47～65)

A・Bト レンチ内の遺 構外 出土遺 物 は,遺 構 内 に於 け る遺物 同様,そ の量 は極 め て稀 薄 であ った。

その中 で,石 器 は僅 かに石 錨i1,石 匙1,打 製 石 斧2,凹 石1を:数 えるにす ぎなか った。 また,土 器

もよ うや く活用 し得 る資料 として,第24図 に集 録 した47～65を あ げ る程 度 であった。 しか しこれ

ら土器片 は,A・Bト レンチ内 に検出 された,各 種遺構 と何 らかの関連 をもつ と思 われ るので,こ

こに採用 資料 を分類整理 し,以 下,報 告 にか えたい。

○第1類 土器(47)

47は,Aト レ ン.チ28区 出 土 で ある。 平縁 口縁 部 に縄文 を地文 として,そ の上面 に2条 の横 走 す

るコンパ ス文様 が描 かれ,頸 部以下 の器 に肉厚 がみ られ,平 行 沈線 が縦 に施文 されてい る。繊 維 の

含有 はな く,焼 成 よ く茶褐 色 とな る。

○第2類 土器(48～53)

沈 線 文施文 土器 を一括 し,更 に2分 類 した。
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己

第24図A・Bト レ.ンチ出土.土器
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a美頁(48,49,51,53)

本 類 は,縄 文 中期初頭 に位 置づ けられ る,平 出 第3類Aに 相 当 する もの を取扱 っ た。48は,Bト

レ ンチ27区 出 土,器 厚0.6cmと 薄 く,横 走す る隆 帯 と平行 沈線 が あ り,そ の下部 に,斜 格子状 の

細 い沈 線が施 され る。 胎土 に輝雲母 を含 み,焼 成 はよい。49は,平 行 沈線 が縦方向 に引 かれ るが,

無 文地 を大 き く残 し,53は 全 面 に施文 され,51は,53と 共 に胎土 に多量 の輝雲母 を含有 し,整 然

とした横 走 と縦 走の平行 沈線 が引かれ てい る。

bi類(50,52)

本 類 はa類 よ り後 出す るもの とみられ,50は 右 傾,52は 左 傾 す る沈線 が,密 に施文 され て い る。

共 に焼成 よ く0.8cmの 中 厚手 土器 とな る。

○第3類 土器(54～57・63)

縄文 中期初 頭所属 の,竹 管文 の駆使 されたものをまとめた。 いずれ も,A・Bト レンチ の27,28,

29区 出土 で ある。54は,半 裁 竹管 に よる浮隆 線区画文帯 をつ くり,そ の 区画帯 内 を,同 種 の浮隆

線並列 によって充 てんし,更 に2本 お きにその浮隆 線上 を,結 節状 の押 引文 を施 して加飾 して い る。

55～57・63は,共 に浮隆 線 に よる区画帯 を設 け,そ の 内部 を完全施 文 す る類 であ る。55,63は,

内部 に格子状 の沈線 がみた され,57は 斜 行 沈線 が引かれるが 太 い浮隆線上 を連 続押圧 して,そ の

中心部 に刻 目を入れ てい る。63は 底 部 で,そ の底部径 は10.8cmと な り,器 の立 ち上 りはや や急 で

ある。器 壁 は1cmと 厚 いが,底 部厚 は0.8cmと うす くな る。56は,平 縁 口縁部破 片 で あるが,内

壁の縁 を肉厚 とし,口 唇上 に1cmの 幅 広 い面 をとって い る。整 然 とした浮隆 線 を3本 横 に め ぐら

し,そ の縁 どりの浮隆 線上 に,細 かな刻 目を付 す。 頸部 にか けては,浮 隆線 に よる直 線,渦 線 を配

し,微 細 な爪形文,刺 突文 を加 えて文様 に変化 をつ け,加 飾 してい る。

○第4類 土器(58,59,60)

縄文 施文 の土器 をまとめ た。58は,器 厚0.6cm,59は0.9cm,共 に:茶褐色 とな り焼成 は よい。

いずれ も中位 の縄文 が全 面 に施 され る。60は,黒 褐色 とな り,浮 隆 線が3条 横 走 し,以 下 に縄文 を

施す,1部 の 浮隆線上 は浅 い爪形文 を施 してい る。

○第5類 土器(61)

61の1例 のみ であ る。A・Bト レンチの9区 よ り出土 し,器 厚0.8cmで,暗 褐 色 を呈 す る胴部

破片で ある。縄文 中期中葉 の勝 坂期の土器 片で,浮 隆 線区画 の内部 に,細 かな連 続爪形文 をめ ぐら

し,特 徴 的な 三 叉陰刻 文 を施 して いる。

○第6類 土器(62)

62が 含 まれ るOAト レ ンチ28区 出土 ℃ 黒褐色 とな り・器 厚0・7cmで あ る・縄文 中期 曽利式並

行土器 の胴部破 片 で,左 へ斜 めの刺突文 が全面 に施 され る。

○第7類 土器(64)
、

64が 本 類 であ る。Bト レンチ7区 よ り出土 し,暗 褐色 で器 厚0.7cmの 頸 部辺 の破 片 で ある。縄

文 中期後半 の曽利3式 相 当土器 で,隆 起 線 による渦文 や,直 線 が配 され,縦 方 向 に平行沈 線 を施文
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している。

○第8類 土器(65)

65が 該当する。Aト レンチ28区 出土で,茶 褐色 器厚0.7cmで ある。縄文中期末の曽利5式 に

対比される土器 で,連 続綾杉文 が器の全面に残 され る。

(大久保知己)

(2)Cト レ ンチ

1)第3号 住 居趾(第25図 ～29図)

第3号 住 居趾 の土器 は,下 部 の ロー ム面 までに上 部 で敷 石住居趾 の散 乱 したよ うな礫 の散 在 があ

っ た り,黒 色土 層中 に焼 土 が深 さを違 えて発見 され てい るな ど,遺 構 の重 な りが推定 されていたが

これ を裏付 け るよ うに土器 の出土 も入 りま じって,す っ きりしな い状 態 に あ り,長 時間 かけて調査

したい場 所 であ った。

器形 の判 明す る土器 は第25図1・2の2点 のみ であ る。1は 床 面上 か ら出土 し,2は 黒 色土下層

か ら出土 した。

1は 口径46cm,底 径9.5cm,器 高58cmで,口 縁 は内湾 気味 に開 き,胴 部 中位 が張 り出す甕形

を呈 す る。最 大径 は口縁部 にあ り,底 部 は非常 に小 さい。 口唇部 には橋状 把手 を4単 位付 し,こ の

把 手間 に渦巻 文 に よる小突 起 を配 して い る。 口縁 部 文 様 帯 は渦巻文 が24単 位 つ け られて いる。胴

部文 様 は,口 縁部文 様帯 か ら隆帯 が垂 下 し,そ の末端 が渦巻文 に接合 す る。胴部 中央 に は大 きな渦

巻文 が描 かれ,相 互 に隆 線 によって結合 され てい る。 地文 は半 載竹管状工 具 に よる平行状 線文 に よ

り埋 め られ てい る。色調 は胴上半 か ら口縁 部 にか けて灰 白色 を呈 し,胴 下 半部 はススが付着 し黒色

をな して い る。加 熱使 用 が激 しか った ため か非常 に もろい。

2は 器形 は口縁 部 が内湾す る鉢 形土器 で,口 径18.5cm,現 在 高26.5cm。 底 部 を欠 く。口縁部文

様帯 は沈線 に よって胴部文 様帯 と区分 され,2条1対 の隆帯 が くの字状 に4単 位 つ け られ,そ の間

に刺 突 に よる縦位 の蛇行文 が施 文 され る。他 の部 分 は沈線文 に よって埋め られ てい る。 胴部文様 は

上部 に隆帯 に よる渦 巻文 を6単 位配 し,渦 巻文 の単位 間 は刺突 に よる蛇行 文 と沈線 が施 文 され る。

その下部 は直線縦位 の隆帯文 と蛇行 す る隆帯文 が交互 に施 され,そ の間 に粗 い横位 の綾 杉文 がつけ

られ,下 半 部 は乱 れ て斜行 ない しは格 子状 の沈線文 となってい る。 色調 は灰 白色 で焼 成 は悪 い。黒

色土下層(一40)よ り出土。 次 に破 片 をみ ると第26図1～10ま で は黒色 土層 中の出土 であるが縄

文後期 の土器 が 多いが8,9は や や古 く9は 口縁 部近 くで飾 りがつ いて い る。11～17,20は2区 ～

3区 の トレンチを南 に拡 張 した時 一45cm付 近 に出土 したもので,12,14,16,17,20は 勝 坂期 の土

器 で ある。15,16は 加 曽利EII式 の 土器 である。21,24,25は 中 期後半 の新 しい土器 で,22,23は

後 半初 め 頃 と見 られ る。 第27図 の土器 も中期後半 の土器 が 多 く,19,23～27は や や古 く中期 中頃

と思 われ る。23,24は 同一 の器体 め土器 とみ られ,他 に も小片 が少 しあるが接着 はで きない。21,

22も 他 に同一 の破片 が あるが接合 はで きぬ。 中期 中頃 の土器 か。 第28図 の1～9ま では2～3区 の
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第25図 第3号 住居趾出土土器

一38一



(1:3)

第26図 第3号 住居趾出土土器
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第27図 第3号 住居趾出土土器
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(13)

第28図.第3号 住居趾出土土器
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(1:3)

第29図 第3号 住居趾出土土器

一20～60cmの 土器 で縄文 後期 の土器 が 多い と見 られ る。10は3号 趾 床面直上 に近 い土器 で ある。

11,12は 縄 文 前期 末 の土器 で ある。14～26の 中 に厚 手の他 の土器 と少 し違 った15,19,20,26が

あ るが時期 は中期後半 と思 われ る。 第29図 の1～5は 一50～60の 出 土 で,5の 無 文 の類 は他 に も若

干 あるが接 合 はで きない。6～13は,一80～90cm出 土 の土器 で床 面上 出土 とな るが,埋 甕 の綾杉

文 を もつ加 曽利EのII式 の時期 に平行 す る土器 は目立 つ ものがな く,上 部 か らの 混入 も考 えね ばな

らない。(小 松 慶)

2)第4号 住居 趾

第4号 住 居趾上 層(第30図)

4号 趾 上層 住居趾 覆土 か ら出土 した もの で,各 時期の土器 片が混在 して出土 して いる。 量的 には

余 り多 くない。

1は 薄手 の 口縁部破 片 で,格 子状 に沈線文 が施 されて いる。焼 きは良 い。 前期初頭 の中越式 に属

す るもの であ ろ う。2～12ま で は中期 中葉 に属 す るもの であ る。2～6は 山形 口縁 ない し波状 口縁部

の破 片 であ る。 文様 は2,3,6の よ うに口縁 頂部 か ら刻 目を有 す る隆帯 が垂 下 し,そ の両 側 に方形

ない し楕 円形 の区画文 が施文 され る。4,5も 同 様 と考 え られ る。区画文 内 には縦位 の沈 線,刺 突文,

刻 目文 な どが施 されて い る。7,9,10は 平 縁 口縁 を有 す る ものであ る。7は 口唇部 に波 線が施 され,

口縁下 に2条 の沈線 が横走 す る。9,10は 口縁部 に蛇行 す る隆帯 がめ ぐり,頸 部以下 には,9は 刺

突文 が,10は 隆 帯 を指 頭 で押圧 しその 中に刻 み を入れ た文様 が ま じってい る。!0は 浅 鉢形 の土器
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第30図 第4号 住居趾上層出土土器

一43一



で第33図 一16に類似する。11,12は 縄文施文の土器 で,11は コ・ソプ形 を呈する。12は 口縁部 に無

文部 をおき,そ の下 に沈線を1条 め ぐらし,以 下縄文 が全面 に施文 されている。縄文 は,粘 土が堅

くしまった後に施文 したためか,あ るいは施文後磨耗 したものか,余 り明瞭でない。第33図 一12に

類似 した土器である。

13～22は 中期後葉の土器 である。13は 隆帯によって方形 の区画がなされ,そ の中は縄文 によっ

て充墳されている。14は 口縁部 に隆帯の渦巻文が配され,そ の末尾は2条 の隆帯 に結合 している。

そして空白部は斜行の沈線 によって埋め られている。16,17も 隆帯の渦巻 に沈線が組み合った文様

の土器である。15は 口縁部に沈線によって楕円区画が作 られ,そ の内部が沈線で埋めている。18,

19は 隆線 と沈線が施 され,20は 蛇行す る沈線に細かい縦位の沈線文が施文 されている。

4号 趾上層出土の土器 は量的にみると13～22の ような中期後葉,加 曽利E期 の もの が主体 を占

めている。

第4号 住居趾地下層(第31図 ～34図)

褐色土中に存在 した住居趾の下から4号 趾床面 までの間に出土 したもので,遺 構の項 でも触れた

が,床 面より10cm前 後浮いて出土 したものである。

1:口 径19cm,底 径10cm,器 高34cmの 深鉢形土器で,2対 の山形 口縁を有 し,底 部は屈折底

をとる。頸部 まで徐 々にゆるく開 き,口 縁部はふっ くらと開いて内湾 している。文様 は口縁か ら上

胴部にかけて区画文 がめ ぐり,そ れより下,屈 折部 まで縄文が施文 されている。上胴部 は2段 の楕

円区画文からな り,隆 線の上 には刻文が施されている。区画内は同一工具によって縦方向の平行沈

線文 によって充填されている。 この楕円区画文 は上段4,下 段 は2な い し3あ るもの と思われ,上

段の区画文間の空白部には山形口縁頂部から刻 目を施 した隆線が1本 垂下 している。色調は黒褐色

を呈し,焼 成は良い。

2:胴 部下半 を欠 くが,器 形は胴上部 より大 きく開 き,口 縁部付近 でやや内湾 し,2対 の山形口

縁を有する大形深鉢形土器である。文様は口縁部に集中する。頸部 に隆帯が一巡 し,胴 部の縄文施

文部 と区分 されている。 口縁部文様帯は隆帯 による大 きな球根状 の区画文,4単 位 により構成され

る。この区画文の中央には山形 口縁の頂部から3本 の隆線が真ん中で一一度集約 して垂下 し,'頸部の

隆帯に接合 している。両側の隆線上には刻 目が,中 央の隆線には交互の刺突文 が施 されている。区

画内は縦位の沈線により埋められている。区画文 と区画文 との中間部分には刻 目を有する隆線が1

本垂下する。色調は黒褐色で焼成は良好。 口縁の1部 にススの付着 が認められる。

3:住 居趾中央部から出土 した破片 と,そ こより140cmほ ど北側に離れた場所から出土 した破片

が接合 した土器である。胴部以下 を失 っているが,器 形は4単 位の山形 口縁 で,口 頸部で一旦内湾

した後,外 に張 り出し,以 下は徐 々に縮まり底部 に至 るようである。1と 類似 した形態であろう。

文様は胴部 との境に,刻 文 を有する隆帯 を1条 め ぐらし,こ れに接するように口縁か ら三角区画状

の隆帯を配 している。 この区画文の中間部分 には山形 口縁の頂部から隆帯を垂下 させ,そ の末尾 を

渦巻状 に くねらせている。 ともに竹ベラによる斜めの刻みが施されている。三角区画文内は押引文
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(1:3)

第31図 ・第4号 住居趾出土土器
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(1:3)

第32図 第4号 住居祉出土土器
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(1:3)

第33,図 第4号 住居趾出土土器
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(1:4)

第34図 第4号 住居趾出土土器

により埋め られている。胴部以下 は縄文 が施文 され,暗 褐色 に焼 きあげ られ た,堅 い土器である。

内面には口縁部 を中心に焼 けこげがかな りみられ る。現在高17.5cm。

4:口 縁部 を欠 く胴下半部の土器である。胴部 に2本 の隆帯 が横走 し,そ の間に隆帯 によって三

角区画文が作 られている。区画内はやや斜行する平行沈線が描かれ る。隆帯上 には爪形文 が施文 さ

れている。胴下部 には縄文 が施 され,底 部付近は無文 となっている。茶褐色で焼成は良い。直径

11.5,現 在高21cm。

5:口 径23.5,底 径11.8,器 形27.5cmの 口縁 が4単 位 の波状 をなすずん ぐりとした深、鉢形土器

である。胴部 より外反し,口 縁部 でやや内湾気味 となる。文様 は,口 縁部文様帯 と胴部文様帯 に分

けられる。 口縁部文様帯 は,波 状 口縁の頂部下 にX字 状 の隆帯 をおき,胴 部 との境に粘土紐 を指頭

で圧痕 した文様が横走 し,こ の両者 の文様 によって楕円状 の区画文4単 位 が作 り出されている。隆

帯および指頭圧痕文の上面には竹ベラによる刻文が印され,区 画内は縦の沈線で うめられている。

胴下半部の文様 はいわゆる櫛形文 が6単 位め ぐり,隆 帯上には刻み目が,区 画内は沈線が施文 され

ている。焼成は良い。

6:口 径33cm,4単 位の山形 口縁 を有する大形深鉢形土器である。文様 は口縁部 に集中 し,2単

位の文様構成をとる。 山形口縁頂部から隆線が垂下 し,そ の末尾は渦巻文 となる。 この渦巻文に接

するようにして1条 の隆帯が頸部 を1巡 する。渦巻文の左右 には楕円区画文 と方形区画文 がそれぞ
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れ配 され,楕 円区画内には斜行する沈線が,ま た方形区画内には縦位の沈線が充填 されている。渦

巻および頸部の隆帯上 には連続爪形文が,方 形区画文 を作 出する隆帯上 には刺突文および爪形文 が

施 されている。頸部以下 はヘ ラによって丁寧に研磨 されている。形態的には5と 類似 した ものであ

ると推定 され る。色調 は赤褐色 を呈 し,焼 成は非常に良い。

7:口 縁部お よび底部 を欠 く深鉢形土器の胴部破片 である。胴部文様帯 は上下2本 の隆帯が一巡

して区画 され,1本 の隆帯 と横位に蛇行 させ ることによって三角区画文 を作 り出 している。区画内

は2条 の沈線 によって更に区画され,底 部側の三角空 白部は三叉文 と半載竹管によるU字 状文 が

施文 されている。暗褐色 を呈する。

8:大 形深鉢形土器 の胴下半部 の破片である。胴部 には全面に縄文が施文 され,底 部 は屈折底 と

なっている。色調 は赤褐色 を呈 し,焼 きは良い。底部 から10cmほ どから上部 は全周囲にわたって

ススが付着 し,黒 色 となっている。現在高16cm。

9:8同 様深鉢形土器 の胴下半部の破片である。胴部 には全面に縄文 を施文 してv}る。.底部は屈折

底 となっている。黒褐色 で焼成は良い。1～3に 類似する土器の底部であろう。現在高14cm。

10:深 鉢形土器の胴下半部である。胴下部 には6単 位の櫛形文が配され,隆 線上には刻み目が施

されている。破損部上端面にはススがこび りついている。色調は赤褐色を呈 し,焼 きの良い土器であ

る。

11:口 径31cm。 口縁部 は くの字状 に内屈 し,大 きな顔面状把手が付けられている。胴部はゆっ

たりとふ くらみをもたせている。 口縁部 には無文帯 をおき,顔 面把手 と思われる大 きな突起がつけ

られて変化 をつけている。文様 は1対 のミミズク把手 を中心 にして異なった文様構成 をとっている。

図正面の ミミズク把手上部には,口 縁部 に隆帯 による円文および竹管工具による円形刺突文 ・刻文

がつけられ,右 端の把手上部 には,蛇 体文 を中心 にして左 に沈線文,右 に各種の刺突文 を施文 して

いる。 この内側は眉 と思われる沈線が2本 描かれ,顔 面把手の一種 であることがわかる。耳にあた

る部分は耳栓 をはめこんだように円形 を呈 し,孔 が貫通 している。胴部文様は非常 に複雑 であるが,

左側の部分 は三角区画文 を中心 とし,右 側は楕円区画文 を中心 として施文 されてお り,そ れぞれの

区画文問に同心円文,三 叉文および勝坂式 に応々みられる三本指 で表象 された人手が配されている。

三角区画文 内には斜行 ・横走す る平行沈線が,楕 円区画文内には縦位の平行沈線が充墳 されている。

胴部下半部は失 われていてはっきりしないが,こ の三角区画文 と楕円区画文がそれぞれ入れ変わっ

て施文 されているようである。赤褐色 を呈 し,焼 成は非常に良い。

12:口 径21.5,底 径10.5,器 高29.5の 深鉢形土器で,口 頸部 で一旦すぼまるキャ リパー形を呈

す る。文様は,口 頸部の くびれ部分 より上は無文 で,こ れよ り底部 まで全面 に粗 い縄文が施されて

いる。赤褐色 を呈する。内面胴下半部に炭化物 の付着が顕著である。

13:赤 褐色で胎土は細密,硬 い焼成の土器である。器形は口縁部が大 きく外反する鉢形土器であ

る。文様は底部周辺 に無文帯 を有する他は器面一杯に施文す る。・頸部に ミミズク把手 を2対 付 し,

それを横走す る隆線文 によってつなぎ,口 縁部文様帯 と胴部文様帯 とに分けている。 口縁部文様帯
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は隆線を同心円状 に描 き,そ の空白部 を円形文 によって埋めている。胴部文様は,ミ ミズク把手よ

り隆線による楕円文 が2連 垂下 し,こ の文様の中間部 に ミミズク把手の退化 した突起が付 されてい

る。その他の部分 は隆線が縦位 に配 されている。

14:推 定口径44cmの 大 きな鉢形土器の口縁部破片である。文様は口頸部 を一巡す る2条 の隆帯

によって分けられ る。 口縁部文様帯 は隆帯 によるくずれた渦巻文が大 きく蛇行することによって,

2段 の三角区画文 を作 り出 している。区画内は斜行 ないし縦位の沈線によって埋め られている。胴

部文様帯はその1部 しか うかがえないが,隆 帯 による三角形および楕円形 の区画文が施文 され,そ

の内側には沈線文が充墳 されているようである。黒褐色で焼成は良好。

15:有 孔鍔付土器の破片で,形 態 は平滑の口唇部 に直立する口縁 がつづ き,口 縁下部 に粘土紐 を

貼付けて凸帯状の鍔をめ ぐらし,こ の上部にほぼ2cm間 隔に器内に貫通する小孔 をあけている・鍔

状凸帯上には稜杉状 の刻み目がつけられている。胴部文様は2対 の ミミズク把手を配 し,こ の ミミ

ズク把手から刻文 のある隆帯 を垂下 させて器面を4つ に分けている。 この空間には沈線によって縁

どりされた楕円形の擦 り消 し縄文が4連 蛇行 して施文 されている。赤褐色に焼 きあげられた器壁は

緻密で堅い。1

16:器 形は口縁部が内湾 して立ち上が り,平 縁の浅鉢形土器である。底部 を欠 く。文様は口縁部

に集中し,3条 の隆帯文が横走 している。 口唇部には隆帯上に連続爪形文 が施 され,2段 目には蛇

行する隆帯 にやは り連続爪形文 が印 されている。3番 目は粘土帯 を指頭で圧痕 した連鎖状隆線がめ

ぐっている。色調は淡褐色で,非 常 にもろい。 口径41cm。

17:口 径14.5,底 径6.5,器 高16cmの 鉢形土器 である。器形 は2対 の山形口縁 を付 し,底 部か

ら徐 々に開 き,口 縁部 になり直立する。文様 は口頸部 と胴下半部 とに集中 している。 口縁部文様帯

は胴部 との境に粘土紐 を指頭で押圧 した文様が横走 し,こ の文様 に山形 口縁頂部か ら2本 の隆帯が

斜めに下 り接合し,三 角 と方形の区画 を作 り出している。三画区画内には半戴竹管による押引文が

やや斜めにつけられ,方 形の区画内には沈線文が施文 されている。胴下半 の文様帯 は,刻 み 目のあ

る隆帯がめ ぐり,そ の内側は平行沈線によってうめ られている。ちょうど櫛形文の逆の文様である。

色調は茶褐色で焼 きは良い。

18:4単 位の波状 口縁 をなす小形鉢形土器の頸部である。文様は口頸部に刻文 を有する隆帯が横

走し,無 文部の胴部 と区画され る。波状 口縁頂部下に粘土粒を貼付 けて突起 とし,そ れより隆帯に

よる渦巻文が下 がり,左 斜めにも隆帯が走 り三角区画部 を作 り出している。三角区画内には三叉文

と刺突文が施文 され,他 の区画内は縦の沈線文 が充墳 されている。茶褐色 を呈 し,焼 成は極めて良

い0

19:7号 住居趾 との重複部分から出土 したもので,一 応4号 趾に含めて記述す るが,そ の帰属は

明確ではない。胴部 が くびれた小形鉢形土器で,胴 部の くびれ部に波状 を呈 した隆線が1条 施 され

ている。隆線上 には刻み目がみられる。黒褐色を呈 し,堅 く焼かれ,製 作 は非常に良い。

20:小 形鉢形土器の底部である。文様は屈折部 より上 にあり,隆 帯 による楕円区画文が4単 位配
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されて い る。楕 円区画文 を構成 す る隆帯 は右端 で粘土紐 を くね らせ て逆 「の」字 形 に して いる。 区

画 内 は沈線 お よび刺突文 で埋 め られ てい る。赤褐 色 を呈 し,焼 きは堅 い。 内面 には全 面 にか な り厚

く炭化物 が付 着 して い る。

21: .底径6cmの 小 形 鉢形 の底部 で,文 様 はな く整形 の ため のヘ ラ削 りの痕 が残 され てい る・上

端 の割 れ 口は研磨 され たよ うに なってお り,あ るいは破 損後,再 生 して使用 したのか もしれ ない。

22:口 径8cm,器 高9cmを 計 るコップ形 土器 であ る。 口縁 か ら胴上 半部 にか けて縄文 が施 文 さ

れ る。 黒褐 色 で焼成 は余 り良 くない。 表面 の1部 に ススがみ られ る。

23:東 壁 上 お よび1mほ ど離 れ た床 面上 か ら出土 し た もの が接合 した もので,口 径13.5,器 高

20.4cmの 小 形鉢 形土器 であ る。 口縁 は平縁 で,文 様帯 は 口縁 部 に集 約 してい る。 口縁 に2条 の隆

帯 がめ ぐり,隆 帯上 には竹 管 に よる刻 み 目が施 されて い る。 胴部以下 は全面 に縄文 が施文 され てい

る。 黒褐色 を呈 す る。

24:小 形 鉢形 の底部 で,全 面 に縄文 が施文 され てい る。 底径6.5,現 在 高12.5cm。 黒 褐 色 を呈

す る。

(小 林康 男)

3)第5号 住居趾(第35～39図)

(1:4)

第35図 第5号 住居趾出土土器 、
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(1:3)

第36図 第5号 住居趾黒色土層,褐 色土層出土土器
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(1:3)

第37図 第5号 住居趾褐色土層出土土器

上部の黒色土層中の土器は第36図1～10ま でがそれで,縄 文 中期末の土器で厚手 である。10は

底部であ り,高 台をなす一部である。11～15は 黒色土層の下,褐 色土上面の土器である。黒色土層

内の土器 とあま り変化は見 られぬ。第37図 は褐色土層内 に入ってからの土器 であるが上部の土器

に比 してあまり変化 はないが口縁部の飾 りがやや 目立つ。3,5が それにあたる。第35図23も 褐色土

層内の出土である。深鉢形の口縁部破片である。 口縁 には横位の沈線を1本 め ぐらし,[状 の沈線

を胴下半 まで垂下 させている。外面 は黒色,内 面は茶褐色 を呈 し,焼 成は余 り良 くない。推定 口径

21cmo

2は 胴部 から外反する器形で大 きな波状 口縁 である。文様は口頸部 に無文部 を置 き口縁部には沈

線の渦巻文 が施文 され,そ の末尾は楕円区画文の一部 を構成 している。胴上部 には円形の刺突文 を

2段 め ぐらし,そ の下部 より蕨手文 を配 し,中 間に[状 の沈線文 とその中に蛇行す る懸垂文を施 し,

空白部 は縄文 によ り埋められて》・る。

第38図 は褐色土中の下部 になる土器 もあるが,1な どは古式の加 曽利Eの 口縁の残 りであると

見 られる。破片 も大 きくなり,口 縁 の波状 も目立 つが縄文中期の後半の土器であろう。第39図 の

1～3は 立石の下の土器である。下の床面上の土器 と類似 している。4～26は5号 趾の床面上の土器

である。4～10な どは古 い文様を持っており,10以 下の土器 とは合わぬ感 もするが,こ の住居趾の

特性 か,5号 趾 の廃滅後の埋土の中に混入 していた土器かも知れない。第35図 一1は埋甕 として設
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(1:3)

第38図 第5号 住居趾出土土器
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(1:3)

第39図 第5号 住居趾出土土器(1-v3,:立 石下部,4～28:床 面直上)
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置されていた土器で,口 径22.2,底 径8,器 高31・3cmの キャ リパー形の退化 した深鉢形土器 であ

る。口縁部には隆帯 による渦巻文 を6単 位配 し,渦 巻文 の単位間は隆帯によって楕円状 に区画 され

る。区画内にはRLの 縄文が施文 されている。胴部 も同様の縄文 を地文 とし,縦 位の沈線 と蛇行す

る沈線 とを施文 している。色調は黒褐色 を呈 し,外 面胴部上半部全面にススの付着が認め られる。

5号 趾の土器 は完形のものは埋甕のみであるが,埋 甕よ りする時縄文 中期後半 になり加 曽利EII

式や大木II式 に類似 した口縁部 をみ,住 居趾の時期 もこの時期 となる。

(小松 凄)

4)第6号 住居趾(第40図,第41図1～4)

ここで述べるものは全て覆土出土の ものである。1,2は 直線 ・曲線的な隆帯 を垂下 させ,隆 帯間

に綾杉状及び斜めの沈線 を施 している。焼成は良好 である。3は 渦巻状 の隆帯 と沈線の構成 である。

4は 曲線的な隆帯 と綾杉状の沈線の構成である。5は 焼成良好。6は 斜の途切れ途切 れ の沈線を綾

杉状 に配 し,そ の上 に垂下する波状の沈線 を施 している。胎土に少量の砂 を含む。7は 直線的な平

行沈線 を縦 に施 し,中 央 の沈線 に交互刺突 と横位 の刻 目をつけている。焼成は良好。1～7の 色調

は1が 黄褐色で,2～7は 赤褐色である。8は 焼成良好な口縁部 である。5cmの 無文 帯 の下 に隆帯

の構成 を持 ち,口 縁内面 には一段 の凸帯を巡 らしている。無文帯には隆帯 より上 る形の逆 「V」字

形の沈線を施 している。無文帯の下 は横走する隆帯を配 し,隆 帯問に隆帯によって横位 の楕円区画

を作 ったり,縄 目状 の隆帯 を貼 りつけている。楕円区画内には,ほ ぼ中央に隆帯を配 し,そ の上に

交互刺突 を施 している。隆帯の下 は縦の沈線を施 している。9も 焼成良好 な口縁部 である。8と 同

様 な区画内に五本の平行沈線 を横走させ,上 か ら一段 目と四段 目の盛 り上が りの横走す る部分 に交

互刺突を施 している。色調 は茶褐色 を呈する。10は 渦巻状沈線 と刺突 による文様構成 で,口 唇 は

「[」状 を呈 し,内 側 に一段 の凸帯 を持つ。11は 垂下する細かな平行沈線 とやや太 目の二本の曲線

的な平行沈線の構成である。焼成は不良,色 調 は赤褐色 で胎土 に多量の砂 を含む。12の 外面 は火

熱を受けたためかボロボロしている。渦巻状 と横位 の隆帯とで口縁 を区画 し,区 画内に縄文 を施 して

いる。区画下は 「[」状沈線を配 し,中 に縄文 を施 している。 口縁内面には一段 の凸帯を巡 らし,

横位の整形痕が認め られる。胎土にやや大粒の石 を含み,外 面にスス状の炭化物の付着 がある。13

は焼成良好 な口縁部。口縁に沿 った二本の沈線とその間に隆帯 を配 し,沈 線下に縄文 を施 している。

14は 渦巻状 と垂下する沈線及び縄文の文様構成である。15は 焼成良好で,口 唇がやや尖 っている。

数条ずつの平行沈線 を斜めに曲線的に施 している。内外面にスス状 の炭化物が付着 している。16は

やや小型の土器 口縁である。口縁 に沿って二本の平行沈線を施 し,そ の下に隆帯 による 「[」状の

区画を作 り,区 画内に数条ずつの平行沈線を縦 と斜めに施 している。胎土に砂 を多量 に含む。内面

に整形時の擦痕が見られる。17は 口縁部 に縄文 を施 し,そ の下に横走す る二本の平行隆帯 を巡 らし

ている。焼成 は不良。胎土 に石英砂及び雲母 を含む。18は 焼成 が極めて良好 な口縁 である。 口唇

下2cmに 太めの沈線 と横走する曲線的な隆帯 を配 し,そ の下 に細平行沈線 をやや斜めに施 してい
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(1:3)

第40図 第6号 住居趾出土土器
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(1:3)

第41図 第6号 ・第10号 住居趾 出土土器(1～4:.6号,5～21:10号)
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る。19は 小型の土器になろう。口縁部 がやや 「く」字状 になり,1.5cmほ どの無文帯 を残し,そ の下

の単節縄文帯 とは横走する一本の沈線で くぎられている。器厚は4mnユ を計 る。焼成 はやや不良。

20は 口唇が 「[」状 でやや肥厚 し,口 縁部 に若干 の問 をおいて波状の平行沈線を垂下 させている。21

は隆帯 と爪形文及び竹管による縦の沈線か ら構成 される。22は 焼成良好。五本の平行沈線 を横に巡

らし,2・3本 目の沈線に下方よりの刺突列点が施 している。外面 を少 し研磨 し,内 面 に横位 の整形

を加 えている。23は 曲線的な沈線で区画 し,区 画内に円形刺突を施 している。第41図1は 口縁部が

内側に張 り出し,口 唇 より横に楕円隆帯区画 を配し,区 画内に第41図23と 同様な円形刺突を施 して

いる。以下 は無文帯で外面全体にスス状 の炭化物 を見る。第41図2は 第40図20と 同様な口唇形状

を示す。無文帯 を残 し,1本 の沈線を巡 らした以下 に細斜縄文 を施 している。焼成は良好。第41図

3は 網代底で,磨 滅が激 しい。焼成は不良。第41図4は 底部高台残部 であり,高 さ7cmを 計る。焼

成は良好,色 調は黄褐色,胎 土に砂粒 を多量 に含む。施文は垂下 した沈線の残部が認められ るだけ

である。

以上であるが時期的には縄文中期後葉から後期初頭 までのもの を含 んでいた。(浅 輪俊行)

5)第7号 住居趾(第42図)

(1:3)

第42図 第7号 住居趾出土土器
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この住居趾は一部 しか発掘 されてお らず,従 って土器 も少な く,住 居趾 の時期 まで決 めるには資

料不足であるが,得 られた土器 よりみる時縄文中期後半 となり,土 器 も懸垂文の渦巻が崩れており,

磨 り消し縄文があるなど中期 としては時期が下がる。

(小松 慶)

6)第8号 住居趾(第43図,第44図1～3)

1～7ま では器厚3.5～5.5mmを 計 る薄手土器 で色調 は黒灰色 である。1は ほぼ中央 に整形時の

盛 り上が りを残 し,刻 目のついた圧痕 を巡 らし,上 下 に数条の波形平行沈線 を施 し,焼 成は不良で

ある。2は 明瞭 ではないが下部 に刺突 を施 し,上 部に数条の擦痕 を斜めに施 し,焼 成は良好,胎 土

には少量の石英砂 を含む。3は1の 施文 と同 じであるが胎土,焼 成 は2と 同様 である。4,5は 斜め.

擦痕を全面 に施 し,焼 成は良好で5は この1～7の 中で:最も薄い3.5mmで ある。6,7は 無文である

が斜めの整形痕が見 られ,共 に焼成は良好で,6は この1～7の 中で最厚で5.5mmを 計る。8,9は

繊維土器 で あり,8は 口縁部 から下方に羽状縄文 を全面に施 し,9は 斜縄文 を施す。焼成は共に良

好で,器 厚 も1.3cmと 変 わらない。10は 無節 の縄文 を施 し,焼 成はやや悪 く両面褐色 で,少 量の

砂粒 を含む。11は 単節斜縄文 を施 し暗褐色 を呈 し焼成は良好で,胎 土に砂粒 を含む。12は 「J」字

状隆帯に沿って二列の爪形文 を配しているが,爪 形文 は内側は外側に比較 して長 い。内面に整形時

の維位指痕が見 られ,固 く焼 き締 まり,内 外面共に暗褐色 を呈 し,雲 母,石 英を含み器厚は1cmを

計 る。13は 破片中央部に連続山形文 を配 し,上 部 に3本 の平行沈線を施 してある以外 は全て12と

同一であるが,内 面にスス状の岩化物の付着 が見られる。14,15は 同一器形 と思われるもので,14

は下部に1cmの 無文帯 を残 して横位隆帯 を施 し,左 右 に連続爪形文 を配 し,中 央部 に連続刺突 を

施 しているが,焼 成はやや不良で,多 量の砂粒 を含み,赤 褐色 である。なおこの14,15の 土器 は後

述の第44図2と 同類 である。なお15の 中央部 に連続刺突 を波形 に施 してある。器厚 は共 に1cm

を計 る。16は 口縁上部 に二列の小形連続爪形 を施 し,下 部 は無文で,焼 成 は極 めて良好 で,赤 褐

色 を呈 し器厚は9mmで 胎土に多量の雲母,石 英を含む。時期的には14,15と 同時期 と思 われる。

17は やや内湾す る口縁 に中央の隆帯 にそって 「まがむ」模様の連続刺突を施 し,内 面に横位 の整形

痕が見られヅ焼成は良好で,暗 灰色 を呈す・器厚は9・5mmで 胎土に砂粒 を含む・18は 「VJ字 状

と横位の隆帯 に連続爪形 を施 しその間に竹管による沈線 を縦 に配 し,灰 褐色で,焼 成は良好である。

19は 山形 口縁 で,内 側 に隆帯 を持 ち,斜 めの隆帯 に沿って連続爪形文 を施 してある。焼成は良好

で,褐 色を呈 し,雲 毎,石 英を含む。20は 十字の隆帯間に連続山形刺突 を施す。外面 にスス状の炭

化物が付着 している。・21は垂下す る隆帯 に曲線隆帯を配 し,内 部に山形平行沈線を施 してある。焼

成 は良好で,色 調 は褐色,,胎 土に砂粒 を含む。22は やや太めの沈線 を曲線的に配 してある。焼成は

良好で,色 調 は暗灰色 で胎土に雲母,石 英 を含む。23は 口唇に波状隆帯 を施 し,口 縁は 「く」の字

形 で先端 にゆ くほど細 くなっている。中央部 に横位の沈線を配 し,斜 平行沈線を施 し灰褐色で焼成

は良好で内面に横位の整形痕が見 られる。24は2本 の横位隆帯間に斜平行沈線 を施 してある。焼
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第43図 第8号 鋸 趾出⊥土器
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(1:3)

第44図 第8号 住 居 趾,第2号 ピ ッ ト群 出 土 土 器

(1～3:8号,4～21:2号 ピ ッ ト群)
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成良好,色 調は褐色である。25は 渦巻 と縦,横 沈線 を施 し,焼 成は良好。26は 縦に平行沈線 を施 し

てあり,黒 褐色 を呈 し,焼 成は良好,内 面に横位 の整形痕が見 られ る。27は 横位の隆帯 と縦,横 の

沈線 を施 し,や や太めの刺突 を施 し,や や薄い黒褐色で,胎 土 は多量の砂粒 を含み焼成は良好であ

る029は 数条の平行沈線 を垂下 させてある・焼成は良好 で灰褐色 である・281ヰ 細斜縄文 を施 し・

焼成は良好で色調は褐色,内 面 に横位整形痕が見 られる。30は 「V」字形の沈線に横位隆帯を配 し,

中央部 に斜縄文 を施す。焼成は良好,色 調は褐色である。31は2本 の横位沈線を配 し上部に細斜縄

文 を施 し,下 部 は無文 である。焼成 は良好で,色 調は暗灰色 であ る。第44図3は 口縁 の内外面 を

肥厚 させ,1.5cm下 方に横位沈線 を施 し,研 磨 してある。焼成は極めて良好。色調は褐色で,内 面

に横位整形痕 が見られる。第44図1は 径13cmの 底部破片で,垂 下 した太めの隆帯 にそって連続

爪形文 と数条の太めの垂下沈線 を施 している。底部か らほぼ垂直に立ち上がる器型で,内 面 にスス

状の炭化物 が付着 し,外 面 はボロボロになっている。色調 は赤褐色 で,胎 土に雲母,石 英 を含む。

第44図2は 径14cmの 底部破片で,本 趾の床面よ り出土 した。底部 より4cmの 無文帯 を残 し,そ

の上 に2本 の横位隆帯 を巡 らし,横 位隆帯間に縦の隆帯で横位の楕円形の区画を作 り,や や太めの

連続爪形 を区画 に沿って巡 らし,上 部隆帯には縦連続爪形 と刺突 を施 してある。底部 よりなだらか

に立ち上 がる器型で,焼 成は良好,色 調 は赤褐色 で,胎 土 に雲母,石 英 を含む。

(三村 肇 ・山越正義)

7)第9号 住 居 趾(第45～47図)

この住居趾 の土器 は3区 間 にまたが り,全 部 が9号 住 居趾 の土器 と見 られぬ点 もあるが,一 応 処

理 され た ままについて述べ る。.・

第45図2は 黒色 土の出土 で,口 径16.5,底 径6.5,器 高16.5の 小 形鉢 形土器 で,4単 位 の波状

口縁 を付 し,口 縁部 がやや内湾 した形 態 をとる。 文様 は波状 口縁 の山 の部分 の下 に隆帯 によ る渦巻

(1:5)

第45図 第9号 住居趾出土土器
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(1:3)

第46図 第9号 住居吐出土土器
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4ブ図 第9号 住 居 趾 出 土 土 器'』1『';-』

文 を配 し,こ れに接するようにして口頸部に2条 の隆帯が=横走 し,四 角の区画文 を作 っている。区

画文内は沈線による渦巻文 と縦位の沈線文によって埋められている。・胴部文様は,隆 帯渦巻文の下
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から2条 の隆帯 による懸垂文がつけられ,横 走する隆帯文の下には沈線による.渦巻文 が施文 され る・

さらに懸垂文間には2段 の沈線文 が若干斜 めに施 されている。色調 は明るい茶褐色 で,焼 きは良い。

第45図1は 褐色土中か ら出土 したもので,器 形 は単純 な甕形 を呈する。1口縁部に2段 の横帯文

をめ ぐらしている。隆帯による渦巻および楕円区画文が半単位つつずらせて酋己され,一区画内は交互

刺突文 による蛇行状文が1条 横走する。胴部 には渦巻およびその くずれた蕨手状文がつけられ,各

文様間は斜行 の沈線によって充填 されている。茶褐色 で焼 きは良い。 口径32cm。 胴下半部 を欠い

ている。第46図 の1,2は12区 の上部褐色土層中の出土であり・如曽利E式 の文様 もまだ崩れてお

らず古い方 に属する土器片である。3～15は11区 の褐色土層中の出土で,1,2よ りはやや時期が下

る土器 が多い・第47図 の1～6.も 伺 じ地層内になるものであるがr3・6等 は綾杉文 に渦巻卒のある

土器 よ りは時期 は下 る と考 え られ る。7・8は10区 の褐 色 土 中の出土 であ る。・9～12は10区 の床面

の出土で あ り,9号 趾 の本命 の土器 であ る加 曽利E式 の古 い方 に な り,9号 住 居趾 あ年 代 もこの時

にな る。遺 構 ば全部 が掘 られ て いないが,土 器 もこの種 の もの で 占め る感 じがす る。

(小 松.慶)

8)第1σ 号住居趾(第41図5～21)

ここで述べるものは全て覆土出土である。5は 垂下する刻 目をつけた太めの隆帯 を配 し,隆 帯間

に横位の沈線を施 しでv}る。6は 底部 に近 い部位のものである。胎土 に雲母片 を含む。7は 櫛形文

と連続刻 目を施 している。、焼成 ・色調 は6と 同様に良好 で明褐色 を皇す。8は 口縁がやや外反して,

刻 目を持つ隆帯 と沈線で施支:される。 内面上部 にスス状の炭化物の帯が認め られる、9は 竹管によ

る垂下する沈線 を施 しだ上 に 「S」字状 と斜めの隆帯 を貼 りつけている。斜めの隆帯 にはa縁 寄 り

に爪形文 を施 している。10は 焼成良好 で口縁が 「く」字状 を呈する。一色調はチョコレ「 ト色で,胎

土に細砂 を含む。 口縁に無文帯 を残 しその下 に平行沈線を巡 らし,1つ お きに交互刺突 を連続させ

ている。 口縁内面 には一段 の凸帯 を巡 らし,横 位の整形 を加 えて'いる。11は10と 同様iな器形 を示

す。器厚は若干厚いものである。10と 同時期の ものであろうか。12は 焼成良好。13は 隆帯を垂下

させ,隆 帯間に…擦痕様の沈線を垂下 させている。14は 肋骨状(綾 杉状)の 沈線 を施 しそ いる。15

は胎土に砂を含む・・6は横に2本 の隆帯を巡ら1レ隆帯間に爪形楚 施してP・る・隆帯吐 下には

竹管による縦の平行購 を施しでいる・焼成は縣17は 渦糧 の隆轍 横走す碑 帯とに区画さ

れた中に渦巻状の沈線を施し・沈線咄 こ刺突列点を加えている・焼 成娘 好働 頗1屯 紹段の凸

帯を巡らしている訥 酢 」まス'ス状のもの儲 隣 忍められるb=卿 糸田斜慰 鱒 して喝 ・鍼

は良好,胎 土に砂 を含む。19は 口縁部 がやや 「く」'字状 を呈 し,口 唇は内俺に迫 り出しζ いる,無

文の土器 である。内外面に横位の整形痕がうら,れる。,20は 嶢残揮めて良女孔 綾杉状 の沈線を繰返 し

て いる。 器厚 は5mmを 計 る。 内外面 に炭化物 の付着 を見 る。21は 細 隆帯 を横位 に2本 巡 ら し,下

側の隆帯 か ら1本 隆帯 を垂下 させ てい る。 これ らの隆帯 には刺 突列点 が施 されて い る。 また これ ら

の隆帯 にかけて 「8」字状`の粘 土帯 を貼 りつ けてい る。 焼成 は良 く,外 面 に炭化物 の付着 をみ る。,
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以上であるが,様 相 は縄文中期中葉 より後期初頭 を示 している。

(浅輪倥行)

9)第5号 集石(第48図1～20)

ここで述べ るものは集石中及び直上 より出土 したものである。1は 細斜縄文 を全面に施 している。

焼成 は不良で,内 面 は胎土 に含む砂の為か横位 の整形痕が見られ る。2は1本 の横位 の隆帯 を巡 ら

して,そ の下 に3本 の沈線を施 している。1・2本 目の沈線 には交互刺突 を繰 り返 している。以下

は曲線的な隆帯及び斜め と縦の沈線 とで構成 している。焼成不良。3は 単節の斜縄文 を施 している。

焼成良好。4は 縦位 の平行沈線 を施 している。

5は 曲線的 な隆帯 を配 し,隆 帯以外を曲線的な沈線で埋 めている。6は 横位 の隆帯 と沈線 で構成

され る。 口縁吋面に一段 の凸帯が巡っている。7は 太めの2本 の平行沈線 を口縁に沿って巡 らして,

沈線間に斜縄文 を施 している。8は 口縁 がやや迫 り出しているもので焼成 は良好。.9は8と 同様な

文様:構成であるが,隆 帯の集 まった所 に深い刺突孔 を1つ 施している。焼成良好。10は9と 同一個

体 を成す もの と思われる・隆帯間の徽 の上1こ逆 「U」字状の醐 を施 している・1・}塘 卵 湾

し,口 縁上部 に縄文 を施 し,そ の上 に口縁に沿っ,た2本 の沈線 を巡 らしている。以下 は細斜縄文 を

施 し,そ の上 に 「薩手J状 の沈線 を垂下 さぜ といる・焼成は良好㌧ 内面 に横位の整形痕 を見る・12

は口縁が外側に醇 し内面に一段の凸帯を巡らしている・13は 波状の隆幣 雛 で脇 即 爪形

文を横に連続させている・15は 数条ずつの平行沈線をやや斜めに施しそい、る謎 酊 部に炭働 の

付着 を見,胎 土 に砂 を多量に含む。16は 焼成良好である。17は 口唇部が 「[J状 を呈 しa口 縁は無

文帯を残 し1本 の横位の沈線 を巡 らし以下 に細斜縄文 を施 している。

18は 外側 を肥厚 させ1口 縁 に沿って購 と刺突 を施 している・19は 高さ8叫 駄 径14cmの

小形土器の破片である・ 口縁は内湾 し・外面上Qhの 粘土帯 に沈線 を施 して職 髄ll良 く色調は

黄褐色 を呈 す る。20は 高 さ17cm,最 大径15cmの 小 形 土器 で ある。 口縁 か ら下,,_T7く につれ や

や脹 らみ,そ こか ら底部 に向か って急 にす ぼ まる器 形 であ る・内 外面 に隆帯 を1本 巡 らして いる・

緬 の隆帯下 は数条ずつの平行沈線 を縦 と余斗めにLて いる・焼即 不良 .,.色1台 土に砂

を含む。

この ほか,6,10号 の 外か ら出土 した もの に21～23が あ る。

21-23は 縄塒 代後期纐 に位置◎る・ものである・⑳1塒 の平行沈線を酉ぎし・欄 文 を施 し

ている・22は ・縁 に無文帯 を残 し・ユ本の 沈線を・縁 に拍 ※ 巡70以 下岬 糧畑 施している・

23は 曲 線的 な沈線 を配 し,細 縄文 を施 して いる。21～23と も に器厚5mm内 外 を計 る。

以上 で あるが第6号 ・10号 の 両住居吐 出土土器 よ りは新 しさを感 じるもの であ る。

(浅 輪俊行)
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(1:3)

第48図 第5号 集石 ・遺構外出土土器(1:3)

(1～20:5号 集 石,21～23:遺;構 外)

68一



10)第2号 ピッ ト群(第44図4～21,第49図1～8)

4は 上部 に刺突 を施 し,垂 下する数条の斜平行波線を施 している。焼成は良好で器厚は0・55cm

で色調 は黒灰色 である。5は 無節斜縄文で,焼 成は良好で黒褐色を呈 し」胎土に砂粒 を含み,内 面

に横位整形痕が見 られる。6は 単節縄文 で暗灰色 をおび,焼 成 は良好 である。7,、8,9は 同類であり,

2.3cmの 無文帯 を挾 んで,大 形 の爪形様連続文 を施 してあるが,7は 底部破片で底部 より1.7cm

の無文帯 となっている。9は 大形破片 で,上 部に横位隆帯 を施 し,連 続爪形文 を配 している。焼成

は共に良好。色調 は暗褐色 で,.胎 土に砂粒 を含み,共 に1cmの 器厚 である。10は 本 ピット群 の時

期 を決定 したピッ ト内出土である口縁部土器片である。やや 「く」の字形で,口 縁 より3.5cmの 無

文帯 を残 して,太 めの横位隆帯の一部 と垂下隆帯 には交互に刺突 を施 してある。焼成は良好。色調

は褐色で胎土 に雲母,石 英 を含み,器 厚 は1.3cm,内 外面に整形痕 を見 る。11は10乏 同類 と思わ

れ るが2本 の垂下隆帯の間に湾曲三角形隆帯 を施 してあり,色 調は灰褐色である。12は 上部に刻 み

めを施 した曲線隆帯文 を区画 し,内 面 にやや太めの沈線 と長めの連続刻 みめを施 してあ り1焼 成 は

良好 で黒褐色 を呈 し内面に斜めの整形痕が見られる。13は 内部刻 みめ施文 を欠くため,12と 同.__.器

形 と思われる。13は 横位隆帯 に上下 に縦,斜 め隆帯を区画 し,内 部 に櫛形文様 を施 してあり,焼 成

は良好,灰 褐色で器厚は0.9cmを 計 り内部 に横位整形痕が見られる。14は 内湾 した 口縁 に大 きく

張 り出した山形の隆帯 を施 し,器 厚0.8cmに 比 して,2cmの 盛 り上 が りを見せている。3本 の山

形沈線の内部 に連続刻めを巡 らして焼成 は良好で暗褐色である・15は 山形・縁1贈 「V」字形隆帯

をつけて,連 続爪形様刺突 を施 し,上 部 に縦平行沈線 を巡 らしている。焼成は良好,色 調は灰褐色

で内面 に整形痕が見 られる。16は 口縁部外面が内側にぐっと迫 り出 している。ウ ドン状 の切れ目の

ない縦長のrV」 字形隆帯文で,器 厚 は1.01cm,焼 成良好,色 調は褐色。17は 縦平行沈線文 を区

切って湾曲の括れめに細波形隆帯文 を施 してあり,焼 成 は良好,色 調は暗褐色で胎土に砂粒 を含む。

18は 曲線隆帯 に曲線平行波線 を施 している。焼成は良好,色 調は暗灰色で胎‡に砂粒 を含 み・内面

に整形痕 が見 られる。

19は 内湾a縁 で,0.5cmの 無文 を残 して,垂 直平行沈線 を配 しそれ を区切って横位細隆帯を施

している。焼成は良好で色調 は暗褐色 で内面 に斜めの整形痕が見 られる。20は 垂直隆帯に斜め曲線

隆帯 を区画 し,下 部 に浅めの縦沈線を配 し,そ れを区切 って深めの斜め沈線 を施 してある。焼成は

良好 で赤褐色 を呈 し,内 面 にスス状 の炭化物 が付着 している。21は 斜めの大 きな飛沫沈線を施 して

あ り,焼 成は不良,色 調は灰褐色で,胎 土 に多量の砂粒 を含み,外 面 にスス状の炭化柳が付着 して

いる。第49図2は 口縁はやや垂直で,口 唇は肥厚2.5cmの 無文帯 を残 して,2本 の横位隆帯を施

し,下 部隆帯に 「まがむ」模様 を配 し,斜 め沈線を施す。焼成は良好,色 調は灰褐色で内外面に整

形痕が見 られ る。第49図3は2と 同類 であるが口縁から無文帯の幅が4.2cmで 第49図1に 比 して

広 く器厚は1cmで 同一である。第49図4は 口縁 は傾斜 をなし無文で焼成 は不良で灰褐色 を呈 し,

多量の粗粒 を含む。第49図5は 細斜縄文に曲線沈線 を配 し,1.5cmの 無文帯 を巡 らし,焼 成は良

好にして灰褐色を呈 している。第49図6は 山形 口縁で,口 唇は肥厚 し,口 縁部より左右の斜 め沈線
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(1:3)

.第49図 第2号 ピ ッ ト群 ・ 遺=構 外 出 土 土 器(1～8:2号 ピ ッ ト群,9～12:遺:構 外)
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を施 し,一 つお きに磨消縄文 を施 してある。焼成は良好 で,灰 褐色で胎土に砂粒 を含む。第49図7

は綱代底部破片で1cmの 無文帯の上部 に明瞭 ではないが斜縄文が見られる。焼成は良好で,灰 褐

色 を呈 している。第49図8は 推定径29cmを 計 る口縁部 である。隆帯区画内に無節縄文 を施 して

いる。

(三村 肇 ・山越正i義)

11)遣 構外出土土器(第49図9～12)

9は 垂下沈線を施 し,さ らにそれを切 って斜沈線をひっか くように施 している。焼成は良好で灰

褐色 を呈 している。10は 口縁 が内面 にするどく湾曲 し,外 面の斜め平行隆帯が,口 縁部先端に張 り

出 し,下 部 には横位隆帯が走って焼成 は固 く暗灰色で内面に整形痕が見 られる。11は 無文で器厚

0.5cmの 研磨土器で灰褐色 で固 く焼 き締 まっている。12は 斜縄文 に 「U」字 ・逆 「V」字 ・波状 の

沈線 を施 した大形破片で下部に無文帯がある。焼成は良好,色 調は施文帯は褐色 で無文帯は赤褐色

であり,内 面に整形痕が見 られる。

(三村 肇 ・山越正義)

(2)土 製 品

土製 品 には,土 偶6,土 製 円板3,有 孔 円板1,耳 飾1,小 形 土器1が あ る。

1)土 偶(第50図)

土 偶 は3号 住居」止3(1～3),10号 住 居=趾:1(5),7号 住 居趾1(6),4号 住 居=趾:1(4)と 計6点 出

土 してい る。 全 て覆土中 か らの出土 で,他 の土器 ・石 器 と同様 に雑 然 とした状 態 で出土 し,特 別変

わ った状 態 で出土 した ものは なか った。

1は 土偶 の頭部 で,褐 色 を呈 し焼 きは良 い。 目 ・口お よび 口端 か ら両頬 にか けて引 かれ た2本 の

線 は沈線 で表現 され,眉 は粘土紐 をは りつけ,鼻 は刺 突 に よ り表 され てい る。 裏面頭部 には粘 土紐

を リング状 に した ものが付 け られて いる。

2は 胴部破 片 で,現 存長6.5cm,断 面 は板状 を呈 す る。 色調 は黒褐 色 で,胎 土 中に小砂 利 ・砂粒

を含有 し,焼 成 は悪 く,表 面 は剥 落 してい る部分 が多 い。 腰部 に粘 土紐 をは りつ けて凸状 に張 り出

させ,背 面 には2本 の粘 土紐 を縦 に付 してい る。 他 に横 走す るわずか な沈線 が残 され て いるが,表

面 が荒 れ てい るため明瞭 で はない。

3は 脚部破 片 で,膝 をわずか折 り曲げ た姿勢 を とってい る。文様 はない。 淡褐色 で,焼 きは良 い。

現存長3cm。

4は 脚部破 片 で,断 面 は円形 を呈 し,中 心部 に貫通孔 が あけ られ てい る。 両面 に隆線 が ∩字状 に

付 け られ,そ の内側 に沈線 によ る文様 が施 文 されて い る。赤褐 色 で焼 きは良 い。

5は 胴部 の破 片 であ る。色 は赤褐色 で,精 選 され た胎土 を用 い,硬 く焼 いてい る。正 面 はへ ・ノの
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部分 を粘土粒 によるふ くらみで示 し,腹 部はハー ト形 の沈線が3重 に描かれている。側面は渦巻文

が3つ 施文され,脇 の部分にはri字状 の沈線が施 されている。背面 はハー ト形に腎部 を表 し,く の

字状 に大 きく突出している。突出部の下部には細い沈線が無造作 に引かれ,両 側に脇から続 く∩字

状 ρ沈線が施 されている。両脚から胴部上端 まで貫通孔が2孔 あけられている。,現存長 は9.4cm。

6は 上半身 の破片で,頭 部 ・両手足 ・脚 を欠いている。両手 を大 きく上 に広 げた板状 の土偶であ

る。正面には首部に円形の刺突文が押 され,そ の下か ら腹部下半 まで∩字状の沈線文 が描かれ る。

側面 にもやは り∩字状 の沈線がみられ,さ らに背面 にも正面同様の文様が施 されている。黒褐色で,

'焼成 は良い
。

2)土 製 円板(第50図)

7は3号 住 居趾覆土 か ら出土 した もの で,直 径2.5cmの 円 形 を呈 す。 厚 さは8mm。 周 辺 はよ く

磨 かれ てい る。8は や は り3号 趾 の覆 土 か ら出土 したもので ある。径2.8cmの 円形 で 厚 さ7mm。

表 面 は荒 れて はっ き りしな いが縄文 の痕跡 が認 め られ る。 円形 に打 ち欠 いたの ち,部 分 的 に磨 かれ

て いる。9はc-23区 か ら出土 したもので,径3.8cm。 厚 さ7mm。1部 破 損 して いる。周囲 は,円

形 に打 ち欠 いた跡 と研磨 した跡 とが認 め られ る。表 面 はボ ロボロに荒れ てい る。

3)有 孔円板(第50図 一10)

5号 住居趾上部の立石下,す なわち5号 趾の炉趾内か ら出土 したものである。径2.1cmの 碁石状

を呈 し,中 央に径3mmの 孔が貫通 している。淡褐色 を呈する。表面には1部 に指紋の痕跡 らしき

ものが認め られる。

4)耳 飾 り(第50図 一11)

7号 住 居趾 のPの 覆土 か ら出土 した もので ある。上面径2.6cm,下 面径1.2cmの 糸 まき状 を呈

し,上 面 は臼状 にえ ぐられ,下 面 に貫通 して いる。器 面 には赤 色顔料 が塗布 されてい る。焼 成 は良

好。

5)小 形 土器(第50図 一12)

5号 趾 覆 土褐色 土中(地 表 よ り一55cm)よ り出土。 口径5.4,底 径3.5,器 高5.5cm。 文 様 は隆

帯 に よる渦巻文6単 位 が 口頸部 に配 され,そ の端 は 口縁部 の隆帯 に接合 して いる。胴部 には不 規則

な無節 縄文 が施文 されて いる。焼 成 は良好 で,赤 褐色 を呈 す る。(小 林康 男)

(3)石 器

今回の小段遺跡の発掘 によって得 られた石器 は総数210点 を数 える。それらの出土地点および点

数等の詳細は第1～6表 に示 してある。以下各遺構別 に石器類 を概観 したい。 なお,各 遺構に属す
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る石器の記述にあたっては,多 々問題はあるが地表か ら住居趾床面までの間で出土 した石器全 てを

その住居趾の もの として記述 した。出土層位等 につ いては第2表 に掲 載 して あるので参考 とされ

たい。

OABト レ ンチ

ABト レ ンチか らは18点 の石器 が出土 して い る。 この うち遺構 に伴 うものは2号 住 居趾6点,2

号 集 石7点 が あ り,遺 構外 よ り出土 した ものが5点 で ある。Cト レンチ と比較 し量的 に も器種 別 に

も貧弱 な在 り方 を示 してい る。

第2号 住居 趾(第51図1～6)

2号 住 居吐 か らは石 錺i3,打 製 石斧2,凹 石1が 出土 した。 石鎌(1)は 底 辺 に、え ぐり込みの少 な い

三角鎌 形 を呈 す る。(2・3)は え ぐりが作 出 され,(3)の 裏 面 は第1次 剥離 面 を大 きく残 し,ほ とん

ど加工 を加 えて いない。長 さは1.7～2cmで,基 辺 は1.4～1.7cmを 計 る。打製石 斧(4)は 刃 部 が

丸味 を もち,左 辺 には磨 耗痕 が認め られ る短 冊形 で,や や部厚 い。(5)は 右 辺 を1部 欠 いて いる。

凹石(6)は 表 面 に ロー ト状 の深 い凹 み孔 と,打 痕 が集 中 したような浅 い凹 みが1孔 あ る。裏 面 には

打痕 が集 中 した部分 がみ られ,ほ んのわずか な凹み となって いる。

第2号 集石(第51図7～13)
べ

凹石3,凹 石 と磨石 との兼 用2,磨 石2の 計7点 出土。 凹石(7)は 楕 円形 の 礫 の表裏 面 に各1孔

が あ り,と もに擦 るこ とに よってで きた浅 い凹み であ る。(8,9)は9×7cm前 後 の大 きさで,(8)

は 表裏 に連 なっ た2孔 が あ り,(9)は 表 裏 とも1孔 が ある。(8,9)と も擦 るこ とに よっ て凹み は作

られて いる。 凹石 兼磨石(10)は 両 端 を欠 くが,現 存部分 で表裏 に2孔 が あ り,左 辺 お よび表裏面

に平坦 な磨 痕 を有 す る。(11)も 表 裏 に2孔 をもち,表 裏 と左 辺 に研磨 面 が あ る。特 に左辺 は非常

によ く擦 られてお り,特 殊磨 石 の ような形状 を呈 し,主 要 機能部分 であった こ とを示 してい る。磨

石(12・13)は と もに下半 を欠失 して いる。磨面 は(12)は 表 裏面,(13)は 表 裏 および左右両 面 に

あ り良 く研磨 され て いる。

遺構外 出土石器(第51図14～18)

遺 構 に属 さな い ものに石錺i1,石 匙1,打 製 石斧2,凹 石1が あ る。 石鍛(14)は 長 さ2.7cmを

計 り,え ぐりをもった もので,左 脚 を欠 いてい る。 打製石斧(17)は 表 面 に原石面 を残 し,両 辺 は

胴上半 まで磨耗痕 が認 め られ る。左辺 刃部付近 が欠損 して いる。(16)は 左 辺 か ら刃部 にか けて原

石 面 を残 し,刃 は右 あが りの斜 刃 を呈 す る。石匙(15)は 刃 部 が横長 の もの で,作 りは丁寧 である。

凹石(18)は 表 裏 に1孔 ずつ を有 す るものであ る。
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第3号 住居 趾(第52・53図)

3号 趾 か らは石 錺i1,打 製 石斧15,大 型 粗 製石匙2,凹 石9,凹 石 兼磨石1,磨 製 石 斧3,石 錐1,

石 棒2の 計34点 が 出土 して いる。

石 鍛(1)は,1点 の 出土 で あるが,え ぐりの入 っ た完成 品。作 りは良好。 打 製石 斧 は15点 とい

う多 くの出土が あった。(2～9)ま で の8点 は短 冊形 を呈す るもの であ る・(2)は 表 面 に原石面 を残

し,両 縁 に磨 耗痕 を有 す る。刃部 は直 線状 をなす。(4)は 右 あが りの斜 刃 で,刃 部 付近 に擦痕 が残

され てい る。(5)は 逆 に左 あが りの斜 刃 で,刃 部 にはか な り顕 著 な擦痕 が残 る。 表面 に は原石 面 が

大 き く残 され てい る。(6)は 両 肩 の部 分 に3～4cmの 磨 耗 があ り,刃 部 周辺 には擦痕 が ある・(7)

は長 さ8cmほ どの小 形品 で,表 面 は風 化 が激 し くボ ロボロ して いる。(8)は 両 端 が尖頭状 を呈 し,

頭 部 にはススの付着 がみ られ る。(10～12)の3点 は掻 形 を呈 す る もので ある。(10)は 刃 部 がや や

広 が る形態 で,表 面 には 原石 面 が残 り,両 縁 に は磨 耗痕 が,さ らに刃部付 近 に は擦 痕 が見 られ る。

(11)も 表 面 に原石面 が残 り,右 辺 に磨 耗痕 が,刃 部 付近 には擦痕 が存す る。(12)は 典 型 的 な擬形

を呈す る。 表面 には原石 面 が大 き く残 され,そ の周囲 のみ に加 工 を加 え形 を整 えてい る。 刃部 は丸

味 を帯 び,両 肩 の部分 には磨耗 痕 があ る。(13)は 胴 部 が わず か に くびれ,そ の くびれ を中心 に両

縁 に磨 耗 が ある。頭 ・刃部 に原石 面 を残 し,刃 部 に は擦痕 が認め られ る。 以上 の13点 は完 形 品で

あったが,(14～16)の3点 は破 損 品で ある。3点 とも頭部 を欠 いてい る。

大型粗製石匙(17)は,長 さ9.5cm,幅3.7cmの 縦 長 で,両 肩 にえ ぐりが あ る。作 りは非常 に

粗 雑 で,周 囲 にわず かな加工 を施 して あ るにす ぎない。(18)も 面 肩 の部 分 が わずか に くびれ た縦

形 で,先 端部 を少 し欠失 してい る。

凹石 は打 製石斧 に次 ぐ9点 とい う多 くの出土 をみ た。第53図 一1は 楕円礫 の ちょうど中央 に打 撃

に よって作 られ た ロー ト状 の深 い凹 みが1孔 あ る。 裏 には打痕 が集 中 して いる部分 が1ヶ 所 あるが

凹み にまでは至 って いない。(2)は 角 ばった礫 を用 い,や は りその 中央 に打痕 が集 中 した部分 が1

ヶ所 み られ る。 わずか な凹み となって いる。(3)は 円 形礫 の表裏両面 の中央 に1孔 ずつ の深 い凹 み

が ある。(4)は 先 端 を欠 いてい る。 表 に3,裏 に2孔 を有 し,左 辺 には打痕 が集 中 し若 干 の凹み と

なってい る部分 があ る。(5)は 表2,裏2,左 辺1の 計5孔 があ る。 や は り先端 を欠 いてい る。(6)

は表 裏両面 に2孔 を有 す る。磨耗 によった ロー ト状 の凹み であ る。(7)は 表 に深 い凹み1孔 が,裏

には打痕 が集中 してわず かな凹み となった部 分 が1ヶ 所 あ る。(8)は 下 半部 を欠失 して い るが,現

在部分 で は表3,裏3,左 辺1の 凹み があ り,と もに擦 っ た ような状 態 の深 い凹み であ る。(9)は

8×5.5cmの 小 形 品で,表 裏 に各1孔 を有 す る。(10)は 表 面 に2孔 を もつ。 凹石兼磨 石(11)は 表

にロー ト状 の深 い凹 み1孔 と2ヶ 所 の打痕集 中部分 があ り,裏 にはロー ト状 の1孔 が あ る。 表面 に

研磨 痕 が認 め られ る。

磨 製石斧(12)は,定 角 式 で,頭 部 を欠 いて いる。 しか し頭部 が 欠損 した後,丁 寧 に再加 工 して

使 用 してい る。 両側辺 と裏面全面 にススが付着 してい る。(13)も 定 角式 であるが,周 縁 および刃部
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第53図 第3号 住居趾出土石器
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を大 き く欠失 して い る。(14)も 定 角式 であ るが,現 存部分 は ほんの一 部分 にす ぎな い。

石錐(15)は 錐 部3.2cmで,製 作 は精 巧 で非常 に鋭利 で美 しい。石棒(64図 一2)は 頭 部 に くびれ

の あ る有頭 の もので,く びれは斜 め にな りなが ら1周 してい る。 長 さは21cm,'幅8cmで 厚 さは

4cmの 扁 平 を呈 し,表 面 は火で も受 けたの かボ ロボロ してい る。(64図 一4)は 有 棒 の破 片 で,丁 寧

に研磨 され てい る。覆土下 層 か ら直立 した状 態 で出土 した。

第4号 住居 趾(第54図 ・55図1～7)

4号 趾 は,西 側部分 に7号 趾 の貼床 が あ り,4号 趾 床面 よ り30cmほ ど上層 に は焼 土 お よび炉趾

様石 組 が検 出 され る といった ように幾 つかの遺構 が入 り込 み複雑 な様相 を呈 してい る。 それ故,石

器 もこれ ら幾 つか の遺構 にそれ ぞれ属 して いた と思 わ れ るが,4号 趾 上層 の遺 構 との区分 は調 査時

に明確 に し得 なか った ため,一 応 一括 して4号 趾 として説 明 してお きたい(第2表 の4号 住 居趾欄

の層位 の褐 色土 上面 までの もの は上 層遺 構 に属 す る可能性 が強 い)。

石 錺i3,打 製 石斧14,凹 石9,凹 石 兼磨石1,磨 製 石 斧3の 計25点 が ある。

石 鍛(1～3)は え ぐりがあ り,3点 と も丁寧 な作 りであ る。 打製石 斧 は14点 が得 られて いる。(4

～8)は 短 冊 形 を呈す る
。(4・5)は 刃 部 が丸味 をもち,表 面 に原石 面 を残 し,刃 部 には擦 痕 がある。

(6)も(4・5)と 同 形 態 を示す が,左 辺 に磨 耗痕 が認め られ る。(7)は 胴 部付 近 がやや くびれ,刃 部

ま丸 い。右 半分 に原石 面 を残 し,縁 辺 は鋭利 であ る。(8)は 原石 周 囲 に わずか な加工 を施 しただけ

の粗 雑 な もので ある。(9)は 揆 形 を示 す が,原 石面 が大 き く残 されて いる。 両縁 には長 さの異 な る

磨 耗痕 が残存 す る。(10)は 楕 円状 を呈 す る もの で,分 厚 く粗雑 な作 りであ る。 表面 は風化 し,剥 離

は明確 で ない。(11～13)は 長 さ7cm前 後 の小形 品 で,そ れ ぞれ 揆状 を呈 す る。厚 さは(11)の よ

うに分厚 い もの もあれ ば,(12)の よ うに薄 い もの もあ り一定 しな い。 刃部 は直 線状 を なす。以上

10点 は完形 品 で あるが,こ の ほかに破 損品 が3点 あ る。(14・15)は 頭 部 を欠 き,(16)は 刃 部,頭

部 を欠 いてい る。 この ほかに(17)の よ うに,ほ ぼ 円形 を呈 し,粗 く周囲 を打 ち欠 いてあ る。 石核

様 の性格 を有 す る ものか もしれ ない。

凹石(18)は 長 さ20.5cm,幅5.5cmで,細 長 い礫 の表面 にロー ト状 の深 い凹孔 と打痕 が連 らな

った部分 があ り,裏 面 には深 い凹み が1ヶ 所存す る。(19)は 半 欠 品であるが 表面 のみ に小 さな2

孔 がみ られ る。(55図 一1)は 下 端 の1部 を欠 くが,表 面 に打痕集 中部 分 が3ヶ 所連 らなってお り,

わ ずか な凹み をな して いる。(2)は4分 の1ほ どの 残欠 品 であ るが,表 に深 い1孔 が ある。以上 の

凹石 は楕 円形 ない し縦長棒状 の礫 を用 いた もの であ るが,こ のほか に(3)の よ うに円形 を呈 す るも

のがあ る。表 面 のみ に4孔 があ り,内2孔 は深 い凹み となってい る。 凹石兼磨石(4)は 表 面 にロー

ト状 の凹 み と打痕集 中箇所 があ り,こ の面 が平坦 に研磨 され てい る。

磨 製石 斧(5)は 定 角式 の頭部 のみの もの。(6)は 小 形 の定角式 で,刃 部 には使 用痕 が残 され てい

る。(7)は 長 さ3cmの 小 形 定角式 で,非 常 に薄 い。
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第54図 第4号 住居吐出土石器
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第55図 第4号,第5号 住居趾出土石器(1～7:4号,8～17:5号)
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第5号 住居 趾(第55図8～17,56図)

5号 趾 は東 側 を10号 趾 と接 し,さ らに褐 色土 層中(地 表下40cm前 後)に は立石 を持 った住 居趾

が存在 す る。 出土石 器 の記述 に際 して は,上 層 の住 居趾 と5号 趾 とに分 け た。

上層 の住居趾 出土 の石器 には石錺i1,打 製 石 斧5,凹 石3,磨 製 石斧1,立 石1の 計11点 が あ る。

石鍛(8)は,原 石 に底 辺へ のえ ぐりの部分 と,先 端 を作 出す るため の加工 を加 えただけ の もの で,

小 形 ・粗 製 な もの であ る。 打製石斧(9)は 短 冊形 を呈 し,両 縁 が頭部 か ら刃部周辺 まで磨 耗 し,刃

部 は丸味 をおび擦 痕 がみ られ る。(10)は 掻 形 で ある賦 胴部 の くびれ た部分 に磨耗 が認 め られ る。

刃部 には擦痕 が ある。(11)は 尖 頭 形 を示 し,表 面 中央 には原石 面 を残 し,丸 味 をもった刃部 に は顕

著 な擦痕 が残 され てい る・(12・13)は 頭 部 のみの破 片 で・.胴 部 以下 刃部 まで を欠 いて いる・ 凹石

(14)は 表 に3孔 の連 らな りの凹 みが あ り,裏 には1孔 が ある。(15)は 表 に打痕 の集 中 に よって凹

み となった凹 み2孔 が ある。(16)は 表 裏 に各1孔 ずつの凹 みが ある。磨 耗 によ るロー ト状 の 凹み で

ある。磨製石 斧(17)は 乳 棒状 石 斧 の頭部 で,頭 頂部 は打 痕 が 認 め られ る。立石(64図 一1)は 長 さ

35cm,上 面径8cm,下 面 径13cmの 隅 丸方形 を呈 す る。上 面 は打 ち割 られ たように平坦 になっ て

い る。4面 とも研磨 されて いるが,そ の うち2面 は研磨 に よ り砥 石状 に幅3cmの 凹 み が で きて い

る。

5号 下 層住居 か らは打製石斧9,凹 石6,凹 石 兼磨石1,凹 石 ・磨 石兼 叩石1,石 皿1,石 棒1の

計19点 が得 られ ている。

打製石斧(56図1～4)ま で は短冊形 を呈す る。(1)は 表 面 に原石 面 を大 き く残 し,周 囲 に加工

を施 し,両 縁 は胴下半 まで磨 耗 して いる。 刃部 にはかすか に擦痕 が残 る。 部厚 く重 量感 あふ れ る石

斧 であ る。(2)は 左 辺 のみ に磨 耗 が残 され る。(3)は 刃 部 は丸 味 を もつ。 表面 が風化 してお り加工

の状態 は余 り良 く観察 で きない。(4)は や や小形 で,原 石 面 を残 し,両 縁 には磨耗 が認 め られ る。

小形 の割 には分厚 い。(5)は,や やず ん ぐりした楕 円形 を呈 す るものであ る。 第1次 の剥 片 にほ と

ん ど手 を加 えずに使 用 してい る。 ともに分 厚 い。(6)は 非 常 に分厚 く,原 石 を余 り加工 す るこ とな

く使 用 して い る。(7,8)は 刃 部 の破 片で,頭 部 を欠 いてい る。 凹石(9)は,表 面 にのみ打 痕 が集 中

した部分 が あ るが,明 瞭 な凹み とはなって いない。(10)は 断 面三 角形の礫 を用 い,表 に2,裏1の

磨 耗 によってで きたロー ト状 の深 い凹みが あ る。(11)は 表 面 のみに磨 耗 でできた3孔 が あ る。左 辺

が若 干破 損 して いる。(12)は 表 に大 きな深 い凹 み1孔 が あり,裏 には打痕 の集 中 した部分 が1ヶ 所

認め られ る。(13)は 表 に磨 耗 に よる1孔 と打 痕 による1孔 が あ り,裏 に は凹 み とはなって いないが

打痕 の集 中 した所 が2ヶ 所 ある。 凹石 兼磨石(63図 一6)は 表 裏 に浅 い痕跡 的 な凹みが各1孔 あ り,

表 裏 ともッル ッル に研磨 され てい る。 この石器 は凹石 として使 用 され た後,磨 石 として使 用 され た

ため,両 面 の凹 みは研磨 の ため擦 り減 って しまった もの と思 われ る。 凹石 ・磨石 兼叩石(63図 一7)

は表 裏 に2孔 があ り,表 裏面 がツル ツルに研磨 され,右 辺 に は長 さ3.5cm,幅1.5cmの 打 痕 が残

され てい る。石皿(64図 一6)は 両 端 を欠失 し,現 存部分 も表 皮がはがれてい る。 そのため研磨 の度

合 な どはっ きりしないが,ほ とん ど凹 み とな らず平坦 なままの磨 面 をもった石 皿 であっ た と思 われ
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第56図 第5号 住居趾出土石器

る。全 体的 に焼 けて赤 味 をおびて いる。床 面 に くっつ いて出土 した。石棒(64図 一3)は,胴 部破 片

で,花 簡岩 を使用 し,丁 寧 に研磨 され て いる。
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第6号 住居趾(第57図)

6号 趾上層 には第5号 集石 が存在するので, この集石趾下面 より床面上 までに出土 したもの を記

(1:3)

第57図 第6号 住居趾出土石器
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す。

石錺i2,打 製 石斧9,凹 石3,磨 製 石 斧1が 出土 して い る。

石 鎌(1)は,え ぐ り込 み の深 い完形 品。(2)は 左 辺 を失 ってい るが,長 さ2.5cmの 精 巧 品。 打

製頁 斧(3・4)は 胴 部付近 で屈折 し,し ゃ もじ形 を して いる。(5・6)は 小 形 で,,片 縁 ない し両縁 が

磨耗 して いる。 刃部 は丸 味 をおび る。(7～10)ま で は欠損品 で,(7)は 右 辺 を,(8・9)は 刃部 を,

そ して(10)は 頭 部 を欠 いてい る。(11)は 短 冊形 で肩 の部分 がや や くびれ,そ の部 分 の両縁 が磨 耗

して い る。 広義 の大型粗 製石匙 に含 まれ る ものか もしれ ない。

凹石(12)は 表 面 に打痕 が集 中 す る所 が2ヶ 所 あ る。 や や凹み になっ てい る。(13)は 表 裏 に深 い

ロー ト状 の凹み1孔 ずつ があ る。磨製石 斧(14)は 乳 棒 状 を呈 す る もの で,刃 部 には 明瞭 な使 用痕

が残 され てい る。頭部 は破損 が著 しい。

第7号 住居趾(第58図1～8)

7号 趾 か らは石錺i2,打 製石斧2,凹 石3,凹 石兼磨石1の 計7点 が出土 した。

石鎌(1)は 底辺にわずかえ ぐりをもった粗製品。(2)は 頭部 を欠 き,作 りは粗雑で粗 い。打製石

斧(3)は 短冊形で,胴 部がやや くびれ,そ の部分 を中心 に両縁に磨耗が認められる。左辺刃部周辺

に擦痕が残されている。(4)は 両端 を欠 くが,表 面胴部中央には顕著な擦痕がある。凹石(5)は 表

面にのみ磨耗 による深 いロー ト状の凹み2孔 がある。(6)は 断面球形 で,.凹 みは表面 に磨耗による

深いロー ト状1孔 がある。(7)は 表 に2孔 が連 らなっている。凹石兼磨石(8)は 表面 に小 さな1孔

があ り,全 面が丁寧 に磨 かれている。

第8号 住居:吐(第58図9～14,59図1～4)

石 鍬i1,打 製 石斧5,凹 石3,磨 製 石 斧1が 出土。

石 鎌(9)は ず ん ぐりした円形 を呈 した もの。打製石 斧(10)は 短 冊 形 で,刃 部 に擦 痕 が あ る。

(11・12)は 掻 形 で,(11)は 刃 部 に顕著 な擦痕 を残 し,(12)は 肩 部 にえ ぐりがあ り,そ の部分 が磨

耗 してい る。(13・14)は 頭 部 を欠 いた欠損 品 であ る。 凹石(59図 一1)は 打 痕 に よる深 い凹み1孔

が あ る。(2)は 表 裏 に1ヶ 所 ず つ打痕 が円形 に集 中 して い るが,明 瞭 な凹みにまではなって いない。

(3)は 表 のみ に打痕 がかな り広 い範 囲 にみ られ,わ ずかの凹 み とな ってい る。磨 製石 斧(4)は 乳 棒

状 石斧 の胴部破 損 品で ある。

第9号 住居 趾(第59図5～22,60図)

9号 趾 か らは石錺i4,打 製 石斧12,凹 石6,凹 石 兼磨石3,凹 石 ・磨石 兼叩石1,磨 製 石 斧2,石

錐1の 計28点 が 出土。

石 鎌(5)は 底 辺 に え ぐりのあ る完形品 で,表 裏面 の中央部 が研磨 され てい る。(7)は 左 脚 を欠 く

が,脚 が外 に張 り出 した形 態 を とって いる。(6)は 全 長3cmの 大 形 品 で,作 りは粗 い。(8)は 尖 頭
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(1:3)

第58図 第7号,第8号 住居趾出土石器

(1～8:7号,9～14:8号)
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(1:3)

第59図 第8号,第9号 住居趾出土石器

(1～4:8号,5～22:9号)
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(1:3)

第60図 第9号 住唐趾出土石器
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器形 を呈す る。

打 製石斧(9)は 幅3.5cmほ どの細身 で,刃 部 には原石 面 が残 され て レ}る。(10)は 胴 部上半 がやや

くびれ,磨 耗 して いる。 刃 は直線状 をなす。(11一:18)は 掻 形 で ある。(一11・12)1ま 頭 部 か ら胴 部下

半 まで両縁 が磨 耗 してい る。(13～15')は 頭 部 が尖頭状 をな して お り,そ れぞれ 表面 には原石 面 を

大 き く残 して い る。(16)は 以上 の打製石 斧 と比 較 し,幅 広 で,頭 部 から刃部 まで両縁 が磨 耗 し,刃

部 には顕著 な擦痕 があ る。(17・18)は 頭 部 を,(19)は 胴 下半 部 を欠 いてい る。

凹石(6Q図1)は 表 裏 に打痕 の集 中 した各1孔 があ る。(2)は,表 面 の み に打痕 が集 中 した部分

が2ヶ 所 あ り,わ ずか な凹 み となってい る。(3)は 表 に不鮮 明 な1孔 があ る。(4)は 表 裏 各2孔 が

あ り,磨 耗 に よる深 い凹 みであ る。(5)は3分 の1ほ どを欠失 して いるが,ロ ー ト状 の凹 みが表裏

に各1つ ず つ ある。(6)は 扁 平 な円形礫 の中央部付 近 に打痕 が集 ま り凹み となって い る。 凹石兼磨

石(7)は 表 に浅 い2孔 が あ り,表 面 にのみ研磨 痕 が ある。(8)は 表 に一連 なが りの4孔 があ り,ッ

ル ッル に磨 かれ てい る。 凹石 ・磨 石兼 叩石(9)は 表 に2孔,裏 に3孔 があ る。磨 痕 は表裏両面 にあ

るが,表 面 は特 に顕著 で,研 磨 のため に凹み は痕跡 的 になって いる。 周辺 は打痕 も著 しい。(10)は

表 面 に打痕 が集 中 し,左 辺 には狭長 な平坦磨 面 が残 され,下 端 お よび裏 面 の下面端 に打 痕 が認 め ら

れ る。

磨 製石斧(59図 一21)は 定 角式 の頭部 残欠 で ある。(20)は 乳 棒状 の頭 部残 欠品である。石錐(22)

は錐 部 が1cmほ どの小 さな もの で,錐 先 は右 に曲 がって いる。

第10号 住 居趾(第61図)

打 製石 斧3,凹 石2,凹 石 兼磨 石2,凹 石 兼 叩石1,凹 石 ・磨石 兼叩石1,石 皿1,砥 石1,加 工 痕

の あ る礫1の 計11点 が 出土 してい る。

打製石 斧(1)は 楕 円形 を呈 し,両 縁 に磨 耗痕 を残す。(2)は 頭 部 を欠 くが,幅 広 な石 斧 であ る。

(3)は 胴 部 以下 を欠失 して いる。 凹石(4)は 扁 平楕 円形 の両端 に表裏 とも2孔 が あ り,表 面 は打痕

によって で きた深 い凹みが,裏 には打痕 による浅 い凹 みがあ る。(5)は 半 欠 品 で あるが,表 面 に円

形 に打痕 の集 中部分 が ある。 まだ凹 み とはなって いない。 凹石 兼磨 石(6)は 棒 状 の礫 の表面 に2孔,

左 ・右 側面 に各1孔 が あ り,表 面 の みに磨 面 があ る。(7)は 表 裏 に各1孔 ずつ あ るが,裏 面の凹 み

は研磨 の ため浅 くなって いる。 凹石 兼 叩石(8)は 表 に2孔,-裏 に1孔 と打痕 の集 中 して いる部 分

が2ヶ 所 あ る。 敲打痕 は先端 にみ られ る。 凹石 ・磨石 兼 叩石(9)は 円 形礫 の表面 に1,裏 面 に2孔

あ り,表 裏面 は平坦 に研磨 され,全 周縁 に打痕 が ある。

砥石(10)は 表 面 に4ヶ 所 の砥 面 が あ り,幅 は4cmで あ る。 幅4cm前 後 の もの を研 い だもの と

思 われ る。石 皿(64図 一5)は30×30cmの 角 形 の完形 品 で あ る。磨 面 は わ ず か に 凹 み となる程 度

で,ほ ぼ平坦 を呈 して いる。磨痕 はあ ま り顕著 で ない。
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(1:3)

表61図 第10号 住居趾 出土石器
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第5号 集石(第62図1～3)

6号 住居趾の上層にあり,打 製石斧1,磨 石1,凹 石1が 出土 している。

打製石斧(1)は 表面に原石面 を残 し,両 縁に磨耗痕 を残す重量感 にあふれ た石 斧 である。凹石

(2)は 表面に2孔 がみられる。磨石(3)は 表裏に平坦 な磨面 をもつもので周辺が若干破損 している。

遺構 外 出土石 器(第62図4～19,第63図1～5)

遺 構 外 か ら出土 した石器 は,主 として8号 住居玩 よ り東 の地域C2・ ～C23ま で の 区間 で 出土 した

もの であ る。 石 錺i1,石 匙5,打 製 石 斧10,凹 石1,凹 石 兼磨石1,磨 石 兼 叩石1,磨 製 石 斧1,砥

石1の 計21が あ る。

石 鍛(4)は え ぐりの深 い精 巧 品。右 脚 を失 って いる。石匙(5)は 縦 型の小形 品,他 の石匙 は大 型

品 で,(6)は 横 長 で,表 面 には大 きく原石面 を残 す1(7・8)は 刃 部 が円形状 を呈 し,(7)ほ つ まみ

部 分 の くびれ部 に加工 を行 っ た程 度 で粗 い作 りで ある。(8)は 肩 の くびれ部 が大部磨 耗 して いる。

(9)は 縦 長 で,{い 。 打 製石斧(10～12)は 短 冊形,(13)は 擬 形 で,i擦 痕 が顕著 である。(14)は 刃

部 の1部 を,(15)は 頭 部 の1部 を,ま た(16・17)は 胴 上半 を,さ らに(18)は 下 半部 を失 ってい

る。(19)は 全 長7.5cmの 小 形 品で,胴 上半 の両縁 に磨 耗 が あ り,刃 部 お よび胴 中央 部 に擦 痕 があ

る。

凹石(63図 一1)は 表 に一連 なが りの4孔,裏 に2孔,左 右両辺 に2孔 ずつ の凹みが あ り,と もに

磨耗 によ る深 いロー ト状 をなしてい る。 凹石兼磨 石(2)は 表 面 の2ヶ 所 に明瞭 な凹 み とはな らない

打痕 集 中部分 があ り,平 坦 に研磨 されて い る。磨 石兼 叩石(3)は 球 形 を呈 し,全 面 に研磨 お よび打

痕 が残 されて い る。磨 製石 斧(4)は 定 角 式 で刃部 に使 用痕 が残 る。砥 石(5)は 表 裏 および左辺 が砥

面 とな り,表 裏面 はU字 状 に深 く研磨 されて いる。

ま と め

以上,ABト レンチお よびCト レンチ出土の全石器 を簡単 にみ て きた。 総数210点 の 出土石 器 の

内訳 は石,一19,石 匙8(小 形2,大 形 粗 型6),打 製 石 斧90,凹 石51,磨 石3,凹 石 兼磨 石12,凹

石 兼 叩石1,磨 石 兼 叩石1,凹 石 ・磨 石兼 叩石3,磨 製 石 斧12,石 錐2,石 棒3,砥 石2,石 皿2,

立 石1で あ る。

打 製石 斧 は全 出土石器 の42.8%を 占 め,凹 石 は24.2%を 占 め る。 これ に凹石 との兼用石器 の比

率 を加 え ると凹石 としての機能 を有す る石 器 は31.8%を 占め るこ とに な る。 つ ま り石器 をみ る限

りにお いては小段遺 跡 は打製石 斧 と凹石 とによって支 え られて いた と言 って も過 言 で ない。 この よ

うな状 態 は中信 お よび天竜 川流域 の縄文 中期後半 の遺 跡 では ご く一般 的 な在 り方 であ る。本遺 跡 も

こう した特徴 を如実 に表 して いる といえ よ う。 しか し仔 細 に内容 を検討 して みる と,幾 つ かの相違

点 も見 出す こ とがで きる。その一例 として石皿 があげ られる。 凹石 との兼 用品 も加 え るとかな りの数

量 出土 して い る磨石 と対 に使 用 され る石皿 は,2点 と出土 も少 な く,し か も中期 に伴 出す る楕 円形
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(1:3)

第62図 第5号 集石,遺 構外出土右器

(1～3:5号 集右,4～19:遺 構 外)
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(1:3)

第63図Cト レンチ遺構外,第5号 住居趾出土石器

(1～5:遺 構 外,6・7:第5号 住居趾)

で 凹み面 を有 ず る典 型的 な もの が出土 していな い。 このほか に剥 片石器 の類 も皆無 に等 し く,し か

も黒曜石,チ ャー トな どの剥 片 も余 り検 出 されて いない。 本遺 跡 の特徴 の1つ に数 えておいて よい
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(1:6)

第64図 第3,5,10号 住 居趾出土石器
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であろう。

多出 した凹石 ・磨石 について簡単 に触れてお きたい。凹石の凹みに関 してはすでに長崎元広氏 に

よって何種類かに分類整理が なされているが(長 崎他 「長塚遺跡」),本 遺跡の凹石の凹孔 をみると,

打痺が1点 に集中 して凹みになるものが主体 をな し,磨 耗によ り凹みになったも、のが若干出土 した。

またご く少量であるが,こ の中間のようなもので,最 初打撃によりある程度 の凹みをつけた後,磨

耗 によってさらに深い凹み となったようなものもあった。何 らかの機能差 を示 しているといえよう。

小段遺跡から出土す る河原石の表面 を良 く観察 してみ ると,礫 の表面 に打痕 がある程度の範囲

(1cm前 後)に 集中し,ザ ラついた部分 が認め られ るものがかな りの数量含まれていることが分か

った。 この ような礫の中には打痕がさらに集中 し,わ ずかな凹みにまでなっているものも多かった。

このような使用初期 とも思われるような状態の凹石は,そ の多 くが片面にのみしか打痕集中部分が

認められないことも分かった。つ まり最初片面 に打撃 によ りある程度の深 ざになるまで凹みが作 ら

れた後,そ の礫 を裏返 し,さ らにそこに凹みをつけたことを示 しているもの と受取 られた。あるい

は凹石の凹みの深 さはある程度の深 さになれば凹石 としての機能が果たせなかったのかもしれない。

ある深 さまで凹みが達す ると次々と新 しい凹み孔が作 られたのかもしれず,そ の礫 につける凹みの

数が限界に くると,新 しい礫 が次々に使用 されていったのかもしれない。

このほかに磨石 との兼用 を示す凹石 で,両 面 に凹孔 があ り,そ の片面の凹みが研磨 のために痕跡

的 になるまでに擦 り減っているものがかな り目についた。 このことは,こ れ らの石器は,最 初 に凹

石 としてまず片面 に凹孔がつけられ,さ らに裏 にして凹みをつ くり,両 面凹みができた後,こ の凹

石 は磨石 として使用され,ま ず片面が研磨 されて以前あった凹みが擦 り減 ったことを示 していよう。

凹石 と磨石 は一連 の作業工程の中で同時に使用された場合 も多かっただろうが,そ のほかにも凹石

の有す る機能 と磨石 の有する機能 とは分離 した作業 目的のために使用 されたこともあったことを示

しているのではないだろうか。

縄文中期中葉か ら後葉 にかけて多出する凹石の性格を究明することなしに縄文時代 中期の生活様

式を明らかにすることは困難であろう。 そうした意味で小段遺跡で出土 した多数の凹石は多 くの問

題を提出 していよう。'(小 林康男)
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第1表 地点別出土石器一覧表
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5

8

石

鍛

3

1

1

3

1

2

2

1

4

1

19

住号2

石集腸

外構遺

住号3

住号4

上号5

下号5

住号6

住号7

住号8

住号9

住号10

石集腸

外構遺

計

A

B

ト

レ

ン

チ

C

ト

レ

ン

チ

合
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第2表 出 土 石 器 一 覧 表 (単 位cm)

騨 酪 遺 構 名 種 別 最大長 最大幅 最大厚 石 材 ・ 備 考

51

1 2号 住 石 鍛 1.9 1.6 0.4 黒曜石

2 n 11 1.8 1.4 0.3 //

冒
A-25褐 色土

3 11 11 2.1 1.4 0.3 // 床面直上

4 2号 住 打製石斧 11.2 5.7 1.8 頁 岩 〃・

5 n 11 11.2 3.8 1.3 11 11

6 2号 住 凹 石 11.7 8.3 3.8 砂 岩 11

7 2号 集石 11 13.9 8.2 3.5 11

8 11 11 8.4 6.9 3.0 11

9 11 11 8.7 7.0 4.2 安山岩

10 2号 集石 凹 ・ 磨 8.2 6.4 2.8 砂 岩

11 11 // 11.2 8.0 5.3 //

12 2号 集石 Il 10.6 9.8 5.2 砂 岩

13 11 11 8.1 8.9 4.7 11

14 遺 構 外 石 鍛 2.8 1.8 0.4 黒曜石 A-26褐 色土

15 n 石 匙 2.2 2.8 0.5 チ ャ ー ト A-25褐 色土上面

16 〃 打製石斧 8.3 4.4 1.2 粘板岩 A-14褐 色土上面

17 n 11 12.3 5.6 2.1 硬砂岩 黒色土A-14

18 n 凹 石 14.1 5.9 2.8 砂 岩 褐色上面B-16

52

1 3号 住 石 鍛 2.0 1.3 0.3 黒曜石 床面直上

2 11 打製石斧 12.2 4.2 1.7 頁 岩 褐色土

3 n 11 10.1 4.1 1.6 11 褐色土

4 11 11 10.8 4.2 1.6 泥 岩 床面直上

5 11 11 11.9 4.9 2.4 ホルンフェルス 褐色土下層

6 11 n 9.4 4.1 1.2 ホルンフェルス 褐色上面

7 11 11 8.3 3.7 1.4 粘板岩 黒色土

8 11 11 12.3 4.3 1.7 輝縁凝灰岩 褐色土

9 11 11 11.2 4.5 1.8 粘板岩 炉趾内

10 11 11 10.5 5.3 1.7 頁 岩 褐色上面

11 11 11 11.6 4.7 1.7 粘板岩 黒褐土

12 11 Il 12.1 7.2 1.6 砂 岩 黒色土

13 11 〃 12.3 5.1 2.6 ホルンフェルス 黒褐色土

14 11 11 (10.0) 4.4 1.0 11 褐色土

15 11 11 (9.8) 6.2 2.1 泥 岩 //

16 11 11 (12.2) 5.3 2.1 頁 岩 黒色土

17 11 11 9.5 3.7 1.1 輝石安山岩 〃 下層

18 11 11 9.6 4.0 1.1 粘板岩 黒色土

53

1 11 凹 石 12.9 5.3 2.8 砂 岩 ll'

2 11 11 12.8 6.3 3.4 11 11

3 11 11 8.8 8.6 4.7 !/ 褐色土

4 11 11 (10.5) 5.7 4.5 砂 岩 褐色土

5 11 11 (11.2) 6.4 6.0 11 〃 下層
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騨 葡 遺 構 名 種 別 最大長 最大幅 最大厚 石 材 備 考

53

6 3号 住 凹 石 (7.9) 5.0 2.9 砂 岩 黒色土

7 n 11 (s.7) (6.6) 2.6 石英安山岩 II

8 11 11 (10.1) 5.1 4.2 砂 岩 褐色土

9 11 li 8.0 5.7 3.3 砂 岩 黒色土

10 11 11 12.2 7.7 3.5 砂 岩 褐色上面

11 !/ 凹 ・ 磨 15.2 6.5 3.4 11 黒色土

12 n 磨製石斧 9.5 6.4 3.0 11 褐色下層

13 11 11 (8.5) 6.4 2.6 凝灰岩

14 11 11 (4.3) 4.9 (0.9) 流紋岩 黒色土

15 Il 石 錐 4.3 1.2 0.4 チ ャー ト 褐色土下層

54

1 4号 住 石 鍛 2.3 1.3 0.3 黒曜石 褐色土(一60)

2 11 11 1.7 1.7 0.3 11 〃(一45)

3 11 11 2.1 0.6 0.3 /! 黒色土(一30)

4 11 打製石斧 12.3 4.6 2.0 粘板岩 (褐色 土(一80)

5 11 n 12.4 4.4 1.7 11

6 11 11 11.1 4.6 1.5 頁 岩 黒色土(一20)

7 Il 11 11.2 5.1 1.1 粘板岩 褐色土(一75)

8 11 11 11.4 3.5 1.1 11 褐色上面(一35)

9 II 11 10.8 5:5 1.4 頁 岩 褐色度(100)

10 /! 11 10.0 6.6 2.2 安山岩 〃(一80)

11 n n 8.0 5.0 1.9 粘板岩 褐色度(一60)

12 11 11 6.7 4.1 o.s Il 黒色度(一30)

13 11 11 6.6 4.5 1.2 頁 岩 〃(一18)

14 11 11 (10.0) 6.3 2.0 ホル ンフェルス 黒色度(一20)

15 11 /1 (9.8) 5.4 1.4 粘板岩 褐色上面(一30)

16 Il 11 (6.3) 3.7 1.1 ホルンフェルス 〃(一35)

17 ll 11 11.3 9.5 3.2 安山岩 褐色土

18 11 凹 石 20.8 5.5 3.2 砂 岩 11

19 11 II (10.2) 6.6 2.8 11 褐色土床面直上(一90)

55

1 11 11 (10.7) 6.0 2.6 石英安山岩 褐色土(一45)

2 ll 11 (9.1) (3.3) 4.2 砂 岩 黒色土(一32)

3 ll 11 12.0 10.5 4.8 安山岩 褐色上面(一30)

4 11 凹 ・ 磨 7.1 7.6 3.1 砂 岩 褐色土(一80)

5 11 磨製石斧 (4.5) (4.9) 2.0 蛇紋岩 〃(一80)

6 11 n 5.7 3.0 0.9 流紋岩 rr(一45)

7 11 11 3.8 1.8 0.5 泥 岩 褐色上面(一30)

8 5号 住上層 石 鎌 1.6 0.9 0.1 黒曜石 黒色土

9 n 打製石斧 11.2 4.0 1.6 粘板岩 褐色上層

10 11 11 10.8 5.1 1.9 硬砂岩 黒色土

11 11 // 10.3 4.5 1.2 輝緑凝灰岩 11

12 11 11 (7.6) 4.4 1.8 粘板岩 褐色土
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騨 蕗 遺 構 名 種 別 最大長 最大幅 最大厚 石 材 備 考

55

13 5号 住上層 打製石斧 (6.6) 4.3 1.6 硬砂岩 褐色上面

14 n 凹 石 13.2 7.8 2.7 砂 岩
`
黒色土

15 11 Il 10.8 5.8 3.9 11 〃(一15)

16 11 11 9.9 9.1 2.1 11 〃(一20)

17 〃 磨製石斧 (7.1) 4.6 3.6 閃緑岩 褐色土

56

1 5号 住下層 打製石斧 13.7 5.8 3.0 頁 岩 褐色土下(一80)

2 11 n 13.0 4.7 1.3 粘板岩 褐色土(一65)

3 11 n 9.9 3.8 1.6 泥 岩 n(一6Q)

4 11 11 8.0 4.5 1.5 硬砂岩 〃(一55)

5 11 // 10.9 6.1 2.2 頁 岩 n(一70)

6 11 n 17.3 5.8 3.0 11 n(一75)

7 11 11 6.5 4.4 1.5 11 〃(一45)

8 11 11 (6.0) 4.4 1.3 11 n(一65)

9 〃 凹 石 13.7 4.7 3.4 砂 岩 〃(一75)

10 // 11 10.4 7.1 3.4 11 n(一45)

11 11 11 12.3 10.6 3.0 11 11

12 11 n 8.2 6.8 2.5 グ リンタフ 〃(一50)

13 11 11 11.2 8.5 3.2 砂 岩 〃(一70)

57

1 6号 住居 石 鎌 1.5 1.2 0.3 黒曜石 11

2 11 〃 2.7 1.5 0.3 チ ャー ト !/

3 11 打製石斧 11.2 4.6 1.7 粘板岩 11

4 11 11 12.0 5.8 1.7 泥 岩 11

5 // 11 8.6 4.5 1.4 硬砂岩 n

6 11 〃 8.1 4.4 1.4 輝緑凝灰岩 11

7 11 Il 11.7 4.2 1.4 粘板岩 11

8 ri 11 (9.6) 4.5 2.0 硬砂岩 黒色土

9 11 Il (14.0) 5.2 2.2 頁 岩 黒色土下

10 Il // 9.3 4.6 1.2 輝緑凝灰岩 褐色上面

11 11 // 13.2 4.2 1.5 頁 岩 11

12 // 凹 石 16.1 8.2 2.8 砂 岩 11

13 11 11 9.9 (6.4) 5.3 11 11

14 11 磨製石斧 (11.9) 5.1 3.8 グ リンタフ //

58

1 7号 住居 石 鎌 2.1 1.6 0.3 黒曜石

2 n 11 (1.4) (1.5) 0.3 パリ質安山岩 褐色土

3 Il 打製石斧 10.8 4.8 1.5 頁 岩 黒色土

4 11 11 (7.4) 4.6 2.3 グ リンタフ

5 11 凹 石 12.8 8.3 5.0 砂 岩 褐色土

6 11 11 11.9 6.0 5.0 n 黒色土

7 11 11 (15.3) 10.3 4.8 II 11

8 // 凹 ・ 磨 11.0 7.5 5.2 安山岩 褐色土

9 8号 住居 石 鍛 3.2 2.2 0.8 黒曜石 11
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購 瀬 遺 構 名 種 別 最大長 最大幅 最大厚 石 材 備 考

58

10 8号 住居 打製石斧 11.2 4.3 1.9 輝緑凝灰岩 褐色土

11 11 11 10.0 4.4 1.9 頁 岩 //

12 11 11 10.8 7.1 1.8 粘板岩 Il

13 11 11 (11.6) 6.6 2.1 泥 岩 n

14 11 11 7.7 4.4 1.5 頁 岩 n

59

1 11 凹 石 10.2 6.5 3.1 砂 岩 11

2 11 11 8.4 7.5 4.4 n 11

3 11 11 10.6 5.2 3.0 11 11

4 11 磨製石斧 (8.5) 6.3 3.5 グ リンタフ 11

5 9号 住居 右 鍛 2.6 1.7 0.4 黒曜石 11

6 11 11 2.9 2.2 0.7 11 11

7 // 11 2.4 1.4 0.4 11 11

8 11 11 2.9 2.2 0.6 チ ャー ト 11

9 11 打製石斧 11.5 3.4 1.7 頁 岩 黒色土

10 11 11 12.3 4.2 1.9 硬砂岩 11

11 11 II 10.1 4.0 1.7 頁 岩 11

12 n 11 9.7 4.9 1.9 泥 岩 n

13 11 11 11.4 4.7 1.6 硬砂岩_一 一}…
ri

14 11 // 12.3 4.9 2.1 輝緑凝灰岩 褐色土

15 n 11 9.8 3.8 1.7 頁 岩 黒色土

16 II 11 12.9 6.7 2.6 硬砂岩

17 11 11 (9.5) 4.2 0.9 頁 岩 黒色土

18 11 11 8.7 4.4 1.7 硬砂岩 11

19 II /! (7.s) 5.0 1.8 頁 岩 褐色土

20 11 磨製石斧 6.9 4.2 3.0 グ リンタフ

21 11 // (5.6) 4.7 2.8 砂 岩 黒色土

22 11 石 錐 2.5 1.0 0.4 黒曜石 11

60

1 // 凹 石 10.5 6.3 5.4 砂 岩 褐色土

2 11 11 (12.2) 7.4 3.4 /! 11

3 11 11 11.0 6.7 3.7 11 11

4 n n 9.9 5.7 2.7 Il 11

5 11 11 (13.7) 11.2 6.5 11 n

6 n Il 9.3 8.3 2.8 11 〃

7 11 凹 ・ 磨 10.4 8.6 4.4 11 11

8 11 11 11.9 (9.0) 5.2 11 Il

9 11 凹 ・磨 ・叩 10.9 6.8 4.5 11 11

10 11 n 10.3 6.9 5.5 11 11

61

1 10号 住 居 打製石斧 11.0 4.3 1.4 粘板岩 黒色土

2

し

11 11 (9.6) 7.0 2.6 泥 岩 11

3 11 11 (5.5) 3.9 1.4 硬砂岩 褐色土

4 11 凹 石 17.3 8.3 3.5 砂 岩 褐色土床面直上
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騨 茄 遺 構 名 種 別 最大長 最大幅 最大厚
一

石 材 備 考

61

5 10号 住居 凹 石 (7.7) 5.4 2.7 砂 岩 褐色土 ・床面直上

6 Il 凹 ・ 磨 18.5 4.4 3.2 11 褐 色 土 ・

7 11 11 7.4 5.8 3.9 11 黒色土

8 // 凹 ・ 叩 14.3 6.7 3.0 // n

9 11 凹 ・磨 ・叩 9.2 8.7 4.9 安 山 岩 11

10 11 砥 石 13.4 12.5 砂 岩 褐色土

62

1 第5集 石 打製石斧 13.0 5.7 2.7 粘板岩 黒色土

2 11 凹 石 (13.0) 6.2 2.6 石英安山岩 11

3 11 磨 石 11.3 9.2 3.3
一++一ww
化 岡 石 11

4 遺 構 外 石 鍛 2.4 1.4 0.3 黒曜石 C-23褐 色 土

5 11 石 匙 2.9 1.8 0.5 チ ャ ー ト 黒色土

6 11 11 4.9 9.2 0.6 泥 岩 C-22褐 色 土

7 11 11 9.4 6.9 1.7 砂 岩 C-21〃

8 // Il 9.7 6.6 2.0 泥 岩 C-1黒 色 土

9 11 11 10.1 4.8 0.7 ホル ンフ ェル ス C-21〃

10 // 打製石斧 13.8 5.0 2.1 ピン岩 C-23〃

11 !/ 11 11.5 4.0 1.2 頁 岩 C-22褐 色 土

12 n 11 11.5 4.7 1.7 ホル ンフ ェル ス C-28〃

13 11 11 12.3 8.3 2.2 11 C-24褐 色 土

14 11 // 12.3 4.7 2.2 粘板岩 C-25〃

15 // 11 14.3 4.8 1.9 頁 岩 C-24褐 色土

16 11 11 (9.6) 6.0 2.0 // C-23〃

17 11 n (7.0) 3.9 0.9 粘板岩

18 11 // (7.4) 3.8 2.0 頁 岩 C-22黒 色土

19 11 11 7.8 3.3 1.0 11 C-24〃

63

1 11 凹 石 10.8 7.1 4.3 砂 岩 C-25褐 色 土

2 11 凹 ・ 磨 14.4 4.5 3.2 11 C-22〃

3 11 叩 石 9.6 9.0 7.3 安山岩 C-22〃

4 11 磨製石斧 7.4 4.3 1.5 流砂岩 C-22〃

5 11 砥 石 14.4 14.8 6.4 砂 岩

6 5号 住居 凹 ・ 磨 安山岩

7 11 凹 ・磨 ・叩 砂 岩

64

1 11 立 石 19.0 11

2 3号 住居 石 棒 20.0 8.0 4.8
、

安山岩

3 5号 住居 11 21.0 14.3 14.0
+山1⊥1

化岡石

4 3号 住居 11 18.8 12.6 5.2 緑 泥 片 岩'、

5 10号 住 居 石 皿 28.0 28.0 11.2 砂 岩

6 5号 住居 11 30.0 34.0 12.4 11

誤 昌
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第V章 結 量五
口口

今回の調査は トレンチ発掘 で終わ り,遺 跡 と遺構 を知る上 では,不 充分な調査であるが,調 査の

性質上やむを得 ないところである。従 って報告記述の中にも追究の足 りないところがあるが,い た

しかたない点である。

小段遺跡 は戦後土取 りによ り良好な出土品が得 られ私達 に知 られるようになった遺跡であり,そ

の時の状況か ら私達は今回調査 した地域 よりむしろ道 の西側の地域 を注 目していた。出土品もそち

ら側により多く出土 していたから,今 回のABト レンチは,小 段遺跡の南限に近い位置でないだろ

うか。

ABト レンチ内に発見されている遺構中,性 格の明 らかでないものに西側 に発掘 された不整形の

幾つもの小竪穴は縄文時代 に関係する遺構には立証資料に とぼしく,さ りとて私達が農耕作業の中

では知 られないものである。 またこの東に発見 された挙大の石 を集めたような石群 の状態 も考古学

関係の遺構では今 までに出土例 をきかず,近 世の遺構の一つではないかと思 われ るが,そ れを立証

する資料はない。

住居趾 として第1号 は小形であ り,壁 も直立せず,床 面 ・柱穴 ・炉趾な ど種 々,不 備 な点 もある

が生活趾の・一つ としてお きたい。1号 趾の東に発見された第2号 住居趾 は,住 居吐内に大小の礫が

ほぼ.__.面にあり,住 としての廃絶後,石 を投入するような,何 らかの風習があったのではないだろうか。

一般の住居趾にない点である。両住居趾の時期であるが土器など,時 代 を知 る良い資料 が得 られず

困難であるが,僅 かに得 られた土器の小破片がこの遺構 に関係するならば,縄 文 中期 を少 し上 った

時期の遺構 としてよくないであろうか。

Cト レンチは,良 好な遺構の連続す る中に設定された結果 となった。最:上部 の耕土か ら下部 のロ

ーム面 まで,ト レンチ全域にわたり遺構の連続であ り,2m幅 の トレンチ であったが,よ くこの遺

跡のもつ性格 と内容 を知 ることができた。 トレンチの西寄 り1区 ～10区 にかけて黒色土層や褐色土

上面 に発見 された配石の存在は,発 掘地域を拡げ,調 査時間をかければ遺構 も個別 に発掘が可能で

あり,そ の生活様式の移 り変わりも組立てることはできるが,調 査はその生活の一端 を知ったにと

どまった。第5号 住居趾の上部で発見された立石 はこれに伴 う住居趾 は確認できなかったが,周 囲

の状況 よりして,住 居趾内部に設置されたものとみても無理 はないであろう。下部の住居趾 に石棒

の折れた部分 のあることを考える時,こ の立石 は石棒 と共通するものを持 ちはしないだろうか。大

湯の配石遺構に近い性格の ものであろうか。祭祀の遺構 とみるが,間 違 いであろうか,偶 然の立石

でないと筆者は確信する。

室内の遺構である埋甕にしても3号 趾の場合 は最初のものは破損が著 しかったが,こ われるよう

な激 しくというか,数 多 くの使用はいったい何 であったろうか。5号 趾 の埋め甕 と比べ る時,両 者
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の住いの人々の生活の違 いに差があったのだろうか。

縄文中期後半のあま り時期のちがわない時に,ロ ーム面 を掘 りこんだ竪穴 と,全 くローム面 を考

えず,褐 色土の中,黒 土の中に作 られた敷石住居趾 が同時に存在するということは,ど のような理

由によるのだろうか。 それぞれ違った様式 をとり入れて住居趾 を造ったのだろうか。理由はあるは

ずである。

第4号 趾 も勝坂期の土器 が多いが,こ の土器の多いことにも種々の説があるが納得のい く説はま

だ出てお らず今後の問題点である。3区 ～4区 ・13区 に発見された小 さな柱穴状 の穴 は上部の遺構i

に関連 していると考 えられるが,今 後の出土例 をまつよ り仕方ない。 また5号 趾 の炉趾 内より発見

された小形の土製品 も例があま りな く用途 は不明であるが,こ の住居玩 には石棒 の折れた物 もあり,

信仰 に関係 した装飾品の一つであるか もしれない。

小曽部川の右岸のこの地点に縄文人に住 を構えさせた主 な理由は何 であるのか,川 にあるのか,

背後の山地 にあるのか,現 在の私達 にはいろいろな疑問が出て くる。 目の前に提示されている住の

プランーつ も解決 できずに終わ り誠に残念 なことである。

今回の調査は道路の敷地や水道埋設予定地 に トレンチの発掘がなされたのみであるが,小 段遺跡

の内容の一部 を知 ることができ,今 まで以上 にこの遺跡の重要性を知 ることができ,調 査は有意義

であった。調査 にあた り御 多忙の中を参加下 さった皆様 に心から厚 く御礼を申し上 げ,報 告書の作

成 に多忙の中 を執筆下 さった信州大学理学部地質学教室 ・酒井潤一先生 に厚 く御礼を申し上げたい。

(小松 慶)
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図版第1上 発掘地点A,Bト レンチ遠景

下左Bト レンチ,右Aト レンチ発掘状況



図版第2 上第1号 住居杜

中第3号 小竪穴
下第2号 小竪穴



図版第3上 第4号 集石
下第2号 住居祉



図版第4 上左第1号 ・2号 集石

右第1号 集石下掘 り込み

下 第1号 集石断面



図版第5上 第3号 住居杜

下第3号 住居趾炉



図版第6第3号 住居趾埋甕出土状況



図版第7 上第4号 住居趾上層 炉趾

下第4号 住居趾



図版第8左 立石

右第5号 住居趾



図版第9上 第6号,10号 住 居趾

下第8号 住居趾



図版第10 上 第9号,6号 住 居吐

下左第1号 住居祉炉 ・右第4号 住居趾炉



図版第11 第6号 集石



図版第12 第3号 住居趾土器出土状況



図版第13第4号 住居趾土器出土状況



図版第14第4号 住居量十器出土状況



図版第15第4号 住居趾十器出十状況



図版第16 第3号,4号 住居趾 出土土器



図版17第4号,5号,9号 住 居趾,第6号 集石 出土土器



図版第18 第4号 住居趾 出±土器 ・十製品



小 段 遺 跡

長野県塩尻市小段遺跡調査報告
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